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１　裏切り












「麻紀まき、これ……」

　同期で仲の良い和子わこから手渡されたのは結婚式の招待状だった。

「和子もいよいよ結婚か……」

　和子は七年付き合った彼とやっとゴールインする。

「うん。今回のことでは色々迷惑かけたでしょ？　だから麻紀には直接渡したくって……」

　和子の言う通りで、この二人の長い交際に終止符を打たせたのは何を隠そう私だ。

　申し遅れましたが私、加賀美かがみ麻紀は海外のステーショナリーや時計、雑貨などを輸入販売している『Ｔｓライン』という会社で広報を担当している二十六歳。

　和子こと小野寺おのでら和子は経理担当だ。

　そんな和子に突然お見合い話が浮上した。

　優しくて、趣味は料理のイケメンな彼だが一つだけ大きな欠点があった。

　それは優柔不断だということ。

　ここぞというときにスパッと決断できない彼に和子は頭を抱えていた。

　和子的にはお見合い話が出た時点で、

『和子にお見合いなんかさせない。待たせたけど俺と結婚しよう』

　って言葉を期待していたのだが、実際は……。

「そうなんだ」

　という残酷にも近い言葉だった。

　そのことを聞き、私のお節介心に火がついてしまった。

　私は和子のスマホを借り、和子の彼に喝を入れた。

「和子を誰よりも大切にしているんでしょ？　そんな和子を泣かせてどうするの。他の男に取られてもいいの？　嫌だというのなら和子に男らしいとこ見せなさいよ！」

　この言葉が効いたらしく、二人はめでたく結婚することになったというわけ。

「喜んで出席させていただきます」

「ありがとう。ところで麻紀の方はどうなの？　そろそろなんじゃないの？」

「私？　どうかな……」

　私にも交際して三年になる彼氏がいる。

　同じ会社の一つ年上の彼、高須たかす真まこと。

　営業担当で物腰の柔らかさと、温厚な性格。そしてワンコ系の甘いルックスで取引先のひとにも可愛がられる人。

　私はというと、真とは正反対で仕事もプライベートも真面目な性格で、正直面白みに欠けている。

　交際を申し込んだのは真の方だった。

　実はその当時、私には思いを寄せていた男性がいた。

　そのため一度はお断りしたものの、私が思いを寄せていた人はある約束をしたまま突然姿を消してしまった。

　といっても私は彼のことを何も知らない。

　もちろん名前も……。

　そんな彼が私の前から消えたことと、諦めない真の真摯な姿に根負けする形で交際することになった。

　交際当初こそ、真と交際することは正しかったのか？　この人を好きになれるのか？　と悩んだものだったが、真と時間をともに過ごすうちに徐々に惹かれていった。

　そんな私たちに大きな変化が訪れたのは付き合って一年半が経った頃だった。

「一緒に暮らさないか？」

　真の住んでいたワンルームマンションの契約更新が近づいているときだった。

　真面目な性格故、彼と一緒に暮らすのに抵抗があった。

「麻紀が帰って一人になった僕の寂しさわかってる？　僕はずっと麻紀と一緒にいたい。だったら一緒に暮らすしかないよね」

　ワンコ系らしい甘えの効いた言葉の破壊力は半端なかったが、私は即答できなかった。

　だけど真は告白してきた時と同じ様に諦めなかった。

「別に今だけのことを考えているわけじゃないよ。僕の将来に麻紀は欠かせないし、結婚も踏まえて一緒に暮らそうと言っているんだ」

　だったらこのまま結婚してもいいのでは？　と一瞬思ってしまったが今回も彼の押しに負け、ワンルームマンションから、一ＬＤＫマンションに引っ越しすることになった。

　家賃は強い希望で契約者である真が払うことになった。

　そのかわり生活に関わる全ての出費は折半する形になった。

　真は家事にも協力的だった。

　ゴミ出しは自分がすると言ってくれたし、私がキッチンに立つと手伝ってくれる。

　洗濯物はちょっと苦手みたいだけど、お風呂掃除もしてくれるできた男。

　一緒にいればいるほど私にはもったいない人で、この先もずっと一緒にいたいと思っていた。

　ところがここ半年ぐらいだろうか……。

　急に残業が増え、帰りが遅い日が増えたのだ。

　もちろん仕事なのだから仕方がないことなんだろうけど、そんなに頻繁に残業するほど忙しいとは思えなかった。

「もう、それって惚気？」

「え？」

「社内でも人気のある高須さんが、麻紀にメロメロなのは社内でも有名な話だし、帰りが遅いのは本当に残業なんじゃないの？」

「うん……」

　疑っているわけじゃない。でも不安なのだ。

　もともと仕事の話を家庭に持ち込まないというのが暗黙の了解になっていた。

　だけど何か訳があって残業しているのなら、少しでいいから話を聞きたいと思うのはわがままなのかな。

「きっと、麻紀との結婚資金を貯めるために頑張ってるんじゃないの？」

「そうなのかな……」

　正直結婚のための貯蓄なんて私たちの会話の中には一度も出てこなかった。

　ただ、彼はサプライズ的なことをするのが好きだ。

　例えば記念日でもないのに突然お花をプレゼントしてくれたり、一緒に買い物に行くと、お手洗いに行ってくると言って私のためにプレゼントを買ってきてくれたり……。

　そう考えると和子の言う通りこっそり結婚資金を貯めているのかな？　という気にもなる。

「そうだって。もっと自分に自信を持たなきゃ」

「うん」

　するとメールの着信音が鳴る。

　スマホを見ると、真からだった。

《ごめん。今日も残業になりそう。何時に帰れるか分からないからご飯は先に食べていいよ。いつもごめん》

　――今日も残業か……。

「高須さんから？」

　ため息を吐かずにはいられなかった。

　だって今週定時で帰ってこれたのはたった二回。

　このメールだって、毎回同じ文面なんだよね。

　でもこれ以上和子に愚痴っても仕方がないこと。

「うん。今日も残業だって。ねえ、今日予定なかったら飲みに行かない？」

「私はいいよ。でも大丈夫なの？」

「大丈夫。今日だってきっと帰りは二十二時以降だと思う」

「よし！　じゃあ飲みに行こう。今日は愚痴でもなんでも聞いてあげる」

「やった～。じゃあ仕事が終わったらエントランスでね」

　残業をする真にはちょっと罪悪感はあるものの、このモヤモヤをどこかで発散させたかった。

　その日、飲みに行った私が帰宅したのは二十一時半ごろ。

　だけど真が家に帰ってきたのは限りなく二十三時に近かった。

　翌朝テーブルを見ると、用意しておいた晩御飯は手付かずだった。

　こういうのも今回が初めてではないため本当に残業なの？　と疑ってしまうのだ。

　それだけではない。

　一週間前に、洗濯物を洗濯機に入れているときに、彼のシャツから微かにだけど甘い香水の香りがした。

　それを浮気というには証拠としては乏しすぎる。

　だけど好きだからこそ不安になる。

　始まりは真の方からのアプローチだったけど、今はきっと私の方が真に対する思いは強いと思う。

　――真、ほんのちょっとでいいの。私を安心させて。






　それから数日後のことだった。

　私の部署である広報室はバタバタしていた。

　総務経由だが、海外赴任していた社長の御子息が帰国し、副社長に就任するという情報が入ってきたのだ。

　バタバタの理由は、急な人事ではなく、社長の御子息がうちの会社の社員だったということを誰も知らなかったからなのだ。

　もちろん、フランスに海外支社があることは知っている。

　日本で未発表の商品を社員自らの足で探すこともしている。

　今はなんでもネットで探せばみつけられるから、私たちのやり方は古臭いかもしれない。

　だけど実際に手に取ることは大切なこと。

　我が社の業績が右肩上がりなのは、そうした地道な作業の賜物だと思っている。

　その中でも色とりどりのカラーインクや、ガラスペンと万年筆の人気の火付け役が社長の御子息だったのだ。

　この功績がきっかけなのかは定かではないが、突然の副社長就任と社長の御子息が社員だった事実は社内で大きな話題になった。

　そのため今回の急な人事で、広報部はその対応に追われることになりそうだ。






　広報は大きく分けて二つの部署がある。

　一つは社内報などを担当する社内広報。もう一つは社外広報といってメディア関連を担当する部署だ。

　私は社外広報担当で主に我が社のウェブサイトやＳＮＳなどで新商品の紹介やイベントのお知らせなどを担当している。

　この日、社内報の原稿締め切りが三日後に迫っておりバタバタしていた。

　そんな時に副社長就任の知らせが舞い込み、当初予定していたトップページの内容を急遽副社長の挨拶に変更することになった。

　だが今から原稿をお願いし、校正となると正直三日じゃ時間がないのでインタビュー記事を載せることに決まった。

　早速、スケジュールを確認し日程を決め、インタビュー内容も事前に伝えておいた。

　人手が足りないとのことで私たち社外広報からも応援が入る事態となった。

　そんなバタバタを横目に自分の仕事をしている時だった。

「先輩どうしよう」

　二つ下の後輩、城田しろた沙織さおりが真っ青な顔で泣きついてきたのだ。

「城田さんどうしたの？」

「印刷ミスしちゃいました」

　そう言って差し出したのはダイレクトメールの束だった。

　年に二回、本社のある東京と大阪支社で取引のある販売店さんをご招待し、新商品の紹介及び受注会を行うのだ。

　我が社にとっては一大イベントである。

　後輩が印刷ミスをしたというのは展示会の日時だった。

　すでに印刷は終わり、あとは送るだけというときに、後輩が日時の間違いに気づいたというのだ。

「課長には話した？」

「怖くて言えません」

　城田さんの目は潤んで、今にも泣き出しそうだ。

　いつもは印刷に回す前に最終確認をするはずなのだが、誰も気が付かなかったの？

　いや、今ここで誰がダブルチェックを見落としたとか考えている場合ではない。

「まずは上司に報告。どうするかはそれからだよ。大丈夫私も一緒についていてあげるから」

「……すみません、先輩」

　彼女はスタイル抜群で、年齢よりも若く見えるのだけど、声に特徴がある。

　アニメ声というのか、甘ったるくちょっと高めの声。

　私たちの部署ではマスコット的な存在だ。

　ちょっとしたミスも彼女の持つ独特のオーラというか、そのキャラで随分得をしている面も正直なところある。

　今回のミスは既に印刷が終わってから発覚したため、ミスのレベルとしてはかなり大きいのだが、私が同じミスをした場合と彼女がした場合では、上司の態度が違うのだ。

　別にやっかんでいるわけではない。

　ただこうやって泣きつかれ私が代弁したところでなんの得にもならないのだ。

　かえって城田さん本人が謝った方がいい場合があり、特に今回の様なケースはまさにそれだ。

「マジか……」

　案の定上司のリアクションは大きなため息のみ。

　これを私が報告した場合「君はなんてことをしてくれたんだ～」とぐちぐち嫌味を言われるだけ。

「ま～やってしまったことは仕方がない。取りあえず上から訂正するしかないな」

　正しい曜日のシールを上から貼るというものだ。

　実はこういうことは初めてではない。

　過去にも似た様なことがあった。

　その時は訂正シールをまず作るところからのスタートだった。

　葉書は全国の取引先に送るため数も半端なく、作業は深夜にまで及んだ。

　その時の失敗を生かし、展示会用のＤＭ類はテンプレートを使いフォントのサイズも統一してあるのだ。

　そしてこういう時のためにと訂正用のシールはストックしてある。

　社内広報の応援に行っている人以外は自分の仕事を中断してシール貼り。

　大勢でやったため、運良く定時までに終わらせることができた。

　急ぎの仕事がない人は定時で上がっていいと課長は言ったが、私は急ぎの仕事が二件ほど残っていた。

　他にも数人、残業するようだ。

　そして後輩の城田さんはというと……。

「すみません。先輩残業になっちゃって」

　帰る気満々なのかバッグを持っている。

「いいのよ、元々残業の予定でいたから」

「そうなんですね。本当だったらお手伝いしたいんですけど、今日は用事がありまして」

　甘ったるいアニメ声で言われると、何も言い返せなくなる。

「いいって、お疲れ様」

「お疲れ様です。それではお先に失礼します」

　正直、彼女が残業してもやることはない。

　私は目の前の仕事に集中することにした。

　残業していた人たちが次々と帰っていく。

　しばらくすると社内広報の人たちも、新副社長のインタビューが終わったらしく、ホッとしながら帰っていった。






「終わった～」

　誰もいない広報室で両手を上げて背伸びをする。

　時計は二十一時を過ぎていた。

　そこであることに気づく。

　――真に連絡していない。

　今日は珍しく、真から残業メールがきていない。

　ということはもう家にいる？

　私が定時だと彼は残業で、私が残業だと彼は定時。

　最近すれ違ってばかり。

　――たまには二人でまったりしたいのに……。

　自然と出てくるため息は、愛情不足のせいなのかな。

　早速今から帰るとメールを送ろうとスマホを取り出した時だった。

　普段はメールばかりの真から、電話が入った。

「もしもし真？　私――」

『ごめん、残業で遅くなるから……ご飯いらない』

「え？　私も今まで残業だったんだけどなんなら終わるまで――」

　待っていると言おうとしたが、電話は途中で切れた。

　というより切られた方があっている様な感じだ。

　最低限の要件しか話せないほど忙しいの？

　不満が出るのは自分の心が狭すぎるから？

　和子が言う様に、結婚資金を貯めるために働いているというのなら残業なんかしなくていい。

　そんな無理するよりも、二人でいる時間の方が私には重要なのだ。

　――近くにいるのにすごく遠く感じる。

　だけど嫌われるのが怖くて、真に本音をぶつけられない。

　残業が終わるまでここで待ってるってメールすれば済むことだけど……。

　重い腰をあげ机の引き出しからバッグを取り出す。

　この時間だと近くのスーパーの営業時間には間に合いそうにない。

　たまにはコンビニでもいいよね。と自分に言い聞かせる。

　照明を落とし、広報室を出た。

　広報室はエレベーターから一番遠い位置にある。

　薄暗い廊下。

　どの部署も真っ暗で静まり返っている。

　非常灯のモヤっとした緑色の光がなぜか気持ちを焦らせる。

　毎日歩き慣れているはずの廊下なのに……。

　誰もいないというだけで別の場所にいる様だ。

　だがふと頭をよぎったのは真のことだった。

　こんな誰もいないところで真は毎晩残業しているんだ。

　かかってきた電話が要件のみだと不満に思っていた自分がちょっと恥ずかしくなった。

　コンビニはやめて、家にある食材でなにか作ってあげよう。

　私が今、彼にしてやれることはこんなことぐらいだし……。

　廊下を歩きながら冷蔵庫の中のものを思い出す。

　卵はある。お肉は……鶏肉か豚肉があったかな。

　そういえばトマトもあった。肉と一緒に炒めて卵でとじるのもありかな。

　そんなことを考えながら歩いている時だった。

　誰もいないはずなのに声が聞こえてきたのだ。

　何を言っているのか、どんな言葉なのかは聞き取れなかったが、確かに声が聞こえた。

　ふとよぎったのは、

　――幽霊？

　でも今まで会社で幽霊が出たなんて噂は聞いたことがない。

　だいたい、まだ二十一時過ぎ。

　今日は誰もいないが、繁忙期ともなるとこの時間まで仕事をしている人なんてたくさんいる。

　じゃあ、誰かがまだ仕事をしているのか、それとも私の勘違いだったのか。

　だが、エレベーターに近づくにつれその声は明確になった。

　喋っているというよりは何かの声のようだ。

　エレベーターまであと十メートル手前で私の足が止まった。

　右手は会議などでよく使うミーティングルーム。

　左手は、給湯室と資材などが入っている備品屋。

　このまま無視して帰ればいいのはわかっているのに、私の中の好奇心がどうしてもその正体を知りたがっていた。

　するとまた声が聞こえてきた。

　いや、声？　呼吸？

　それは右手のミーティングルームから聞こえてきた。

　――なに？　何の声？　音？

　声の主に自分の存在が気づかれない様に口を固く結び、耳だけを集中させる。

　だが、この位置からはやはり声の正体はわからない。

　足音を立てずに、抜き足差し足でミーティングルームに近づく。

　うちの会社のミーティングルームは引き戸になっている。

　他の部署はドアなのにこの部屋だけ引き戸なのだ。

　するとその引き戸がほんの数センチだけ開いていることに気づく。

　ガラッと開ける勇気はないが、チラッと覗く勇気は持っていた私。

　立ったまま隙間から中の様子をみた。

　外からの微かな灯りが真っ暗な部屋の中を照らし、人の姿の様なシルエットが浮かび上がる。

　――誰かいるの？　まさか本当に幽霊？

　そう思った時だった。

「あっ……ああっ……あっんーっ」

　それは紛れもなく女性の声というより喘ぎ声だった。

　――え？　ちょ、ちょっと待って。な、なに？　何してるの？

　信じたくはないが、私の予想が正しければ、ミーティングルームでエッチな行為をしている？

　いや、そんなことあるわけない。だってここは職場よ。

　私の思い違いに決まってる。

　そもそも会社で卑猥な行為をするなんていかがわしい小説や漫画の中だけであって、現実にありえないでしょ？

　自分の予想を覆したい思いに駆られる。

　だけどそれを裏切る様に、抑えようとしても我慢できない女性の喘ぎ声と、男性らしき息遣いが耳に入ってくる。

「あっ、あっ、ああっ、もうだめっ！」

「ダメなわけ……ないだろ？　お前の下のお口は欲しがってるよ。このままやめてもいいのか？」

　煽あおる様な男の声。

　会社でなんてことをしているの？

　不謹慎というよりもえげつない。

　見るに堪えない。

　男女の行為に嫌悪感を感じずにはいられない。だけど私の体は心とは裏腹に固まってしまいその場から動けずにいた。

　男女は私が見ていることなど全く気づいておらず、激しさを増していく。

　暗がりではっきりと見えなかったがだんだん目が慣れてきて徐々に二人の姿が鮮明になっていく。

　男は背中を向けていてまだ顔までは見えない。

　だが女性の上半身はテーブルの上に乗っていた。

　ブラウスは胸の上までたくし上げられ、ブラはつけた状態でカップ部分が下げられ胸が露になっている。

　片方の脚を椅子の上に乗せ、もう片方の脚はぶらりと地面に投げ出す様な姿だ。

　そしてスカートは腰までたくし上げられている。

「んっ……いやんっ、やめないで～」

　女性の甘ったるく、年齢よりも幼い声。

　それは聞き覚えのある声だった。

　だけど私の脳が「そんなはずはない」と否定してる。

「じゃあ、なにがほしい？　指？　それとも……これか？」

「あっ！　それっ」

「それって何？　言ってみろよ」

「まーくんの太いの欲しいの～」

　その声を聞いた私は血の気が引く様に寒気が走った。

　女性の声もさることながら、驚いたのは男性の方の声だった。

　聞き覚えのある声。

　数十分前にこの声の主と電話で会話した。

　いや会話というより一方的に話して切られた。

　そして女性の特徴のある声。

　これもさっきは否定したが、やはり否定しようがない。

　私はこのアニメ声を毎日聞いているからだ。

　女は男にしがみつき、男は腰を突き動かしている。

　ドキドキというより吐き気がして手で口を塞いだ。

　ここでやめてと大声で叫んだら？

　それともこのまま何もなかったかの様に振る舞えばいいの？

　明日からどんな顔をして彼女と接したらいいの？

　私はこのあと彼と同じベッドで寝るの？

　頭の中はいろんなことでキャパオーバーになりかけている。

　だが私が見ているなんて知らない二人は、快感の波に身を任せ獣の様に互いを求めあっている。

　私は見るに堪えず、逃げ出したい気持ちでいっぱいなのに体が凍りついて身動きが取れないのだ。

　行為が終わると、男性は近くにあった椅子に座って自身の後始末をしている。

　女性はゆっくりと起き上がると机の上に座ったまま、男を上から見下ろしている。

　身だしなみを整えることもせず、胸は露になったまま。

「なんかいつもより刺激的だったね」

　声と言葉のギャップに目が点になる。

　数時間前は今にも泣きそうに、自分のミスを謝っていたのに今はまるで女王様のようだ。

「だろ？　一度こういうところでやってみたかったんだよね」

　さっきの挑戦的な声とは打って変わって私の知っている彼の声だった。

「ねえ～」

　城田さんは彼……真との距離を縮める。

「もう一回しない？　私、まだ体が熱いの」

　普段から甘ったるい声なのに、輪を掛ける様に男を誘う甘い声。

「わがままだな。じゃあ、脚広げろよ」

　再び私の知らない彼の声。

　真は城田さんの下半身に顔を埋め、城田さんは後ろに手をついて体をのけぞらせた。

　そして再びミーティングルームに淫らな声が響く。

「ねぇ……こんな……こと……先輩とはしないの？」

　――こんな時に私のことを話題に出すなんて。

「あいつとは体の相性が悪いんだよ。声は嘘っぽいし……どうせ演技なんじゃねーの？　って思うとやる気がうせるんだよ」

　彼は再び顔をうずめる。

「私は……演技なんかしてないよ……んっ」

「わかってるよ。お前のここは溢れっぱなしだからね」

　悔しいけど真の言っていることは当たっていた。

　私は真とのセックスで感じたことがほとんどない。

　不感症かもしれないと真剣に悩んだこともある。

　だけど私は真のことが好きだし、セックスが全てじゃないと思っていた。

　精神的な部分で私たちは繋がっていたと思うし、たとえ感じてなくても彼のことが好きだから結婚するなら真しかいないと思っていた。

　だけど、こんな形で真の本心を聞くことになるなんて……。

　じゃあなんで真は私と一緒にいるの、残業だって嘘をついて私の後輩とこんなことをしているの？

　私に不満があるならはっきり言ってくれたらいいのに。

　なんで二人だけが知っていればいいことまで彼女に話すの？

　まさか私は単なる飯炊女めしたきおんななの？

　それとも私たちのことは社員のほとんどが知っているから、下手に別れられないの？

　打ちひしがれている私の前で二人は更なる高みへと淫らな声を響かせていた。

　私はどうしたいの？

　自分自身に問う。

　何をしたって私は負けだ。

　後輩に彼氏を寝取られているのも知らずに、仕事の失敗をフォローしていた。

　悔しくて腹立たしくて、この戸を思い切り開けてやりたい。

　だけどきっと私はこの二人には勝てない。

　それでも私の手は引き戸の取っ手にかかったままだ。

　こうなったらどうにでもなれ！

　そう思いながら手に力を入れたその時だった。

　阻止する様に誰かが私の手を掴んだ。

　――な、なに？

　驚いて振り向くと、見知らぬ男性が唇に人差し指を当て、首を横に振った。

　――開けるな、声を出すなってこと？

　ミーティングルームからは、激しい声と体がぶつかり合う卑猥な音が続いている。

　すると男性は、備品室を指さした。

　移動しろということ？

　手を掴まれた以上従うしかない。

　それにしてもこの人は覗いている私をどう見ていたのだろう？

　他人のセックスを覗き見する変態だと思った？

　そもそも彼は何者？

　だけど私はどこかホッとしていた。

　このまま身動きが取れずにいたら、二人が部屋を出る時に鉢合わせしてしまうと思ったからだ。

　男性は、静かに備品室のドアを開けると先に私を中に入れ、続いて自分も入り、ゆっくりとドアを閉めた。

　手はまだ繋がれた状態で、窓の方へと移動した。

　手が離れると男性はブラインドを少し開けた。

　窓からさしこむ街灯の光は思った以上に明るく、男性の顔が鮮明になる。

　スーツを着た男性は、高身長で髪は緩やかなソフトウェーブ、きりりとした眉に目力のある瞳、程よい厚みのある色っぽい唇。

　真もイケメンと言われているが、そんなの比じゃないほどのイケメンだった。

　でもどことなく遊び人のような、見ようによってはホストみたいにも見えた。

　こんな人見たことない。

　誰？

　だが私は男性に問うほどの余裕はなかった。

　だって私はあの二人の様子を覗いていたのだから。

　そんなイケメンが初めて発した言葉は、

「覗きが趣味なの？」

　だった。

「違います」

　全力で否定すると、男性は人差し指を口に当て、

「静かに」

　と首を横に振った。

「すみません。あの部屋に私の彼がいたので……」

「……やっぱりそうなんだ。君の様子を見てそうかなとは思った」

「すみません」

「なんで君が謝るんだ？　裏切ったのはあの二人だよね」

　確かに私は謝ってばかりだ。

「はい。でも声をかけてくださらなかったらどうなっていたか……」

　男性は窓にもたれ腕を組むと頷いた。

　私は、彼と同棲していることや、結婚を考えていたこと、一緒にいた女性が私を慕ってくれている後輩だったこと、更に二人に接点があったことすら知らなかったことを話した。

　私はさっき見た光景を思い出し、彼らの裏切りに心が壊れそうになって、目から大粒の涙がこぼれ落ちてきた。

　すると男性がハンカチタオルを差し出した。

「これなら結構な量の涙も吸い取ってくれるよ」

　男性のやさしさに、笑い泣きしてしまう。

「ありがとうございます。ちょっとだけ楽になりました」

「本当に楽になった？　君の話を聞く限りあの男はゲスの極みだ」

「そうですよね……。ちなみにあなたはいつから……」

「二ラウンド目が始まるちょっと前？」

　え？　全然気が付かなかった。

「で？　これからどうするの？」

　そう、これが今一番の問題だった。

　私の帰る場所は一つしかないのだ。

　きっと何もなかったかの様に、彼は私に甘えてくるのだろう。

　だけど全てを知ってしまった以上私は普通でいられる自信がない。

「私はどうしたら……」

「だったら、君も彼と同じことしたら？」
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「同じこと？」

　私は自分の耳を疑った。

　同じことというのはつまりミーティングルームでセックス？

「む、無理です。腹いせの様なことなんて……大体相手もいないのに」

「俺が相手してあげるよ」

　こんな時に……冗談がすぎる。

「何を言ってるんですか？」

　男性を睨むが、彼の目は冗談を言っている様には見えなかった。

　甘く誘う様な瞳に私は動けなくなりそうになる。

　――だめよ。何考えてるの？

「きっとその方が楽なんだろうって思うんですが、私は不器用な人間だからそういうことできないんです。ごめんなさい」

　たとえ彼の好意に甘えたとしてもそれは一瞬のことだけ。

　だけど私の行き場のない気持ちを汲んでくれようとしてくれたことは感謝している。

　突拍子もない提案だけど嫌な気分ではなかったし……。

「だったらこれを受け取ってくれ」

　差し出されたのは電話番号の書いてある付箋だった。

「手帳とかスマホにでも貼っておいてよ。もし俺が必要になったらいつでも連絡をくれ」

　使うことはないと思ったが、私は付箋を受け取ると手帳タイプのスマホケースのポケットに付箋を差し込んだ。

　するとミーティングルームの戸の開く音が聞こえた。

　と同時に二人の声も聞こえてきた。

「帰るみたいだね」

「はい」

「鉢合わせになるとまずいからもう少しだけここにいた方がいい」

　私は黙ってうなずくと窓の外に目をやる。

　何事もなかったような演技ができるのかな……。

　そしていつまで知らないふりができるのだろう。

「ねえ」

　男性が私を呼んだ。

「おまじないしてあげる」

「おまじな――」

　男性が私を優しく抱きしめた。

「もう一人で悩まなくてもいい。俺がいつでもついているから。辛くなったら俺を思い出して」

　私の背中をぽんぽんと優しく叩いた。

　体が離れると緊張し強張った心がほんの少し軽くなった。

「ありがとうございます」

　男性はニコッと微笑むと「さあ出よう」と言って備品室を出た。

「気をつけて」

　エレベーターが来るとどういうわけか男性は乗らなかった。

「は、はい」

　男性に見送られながらエレベーターのドアが閉まった。

　一人になってハッとする。

　――ところであの人は何者？

　自分のことで精一杯で、男性の名前を聞くことを完全に忘れていたことに気づく。

　私はスマホを取り出しさっきもらった付箋を確認したが、名前は書いていなかった。

　もしかして彼こそが幽霊？

「なわけないか」

　思わず笑みがこぼれた。

　と同時に彼がいたことで私は救われたのだと胸が熱くなった。

















２　人生最大の決断












　毎日行き来している道なのに、家に帰るのがこんなにも憂鬱ゆううつになるなんて予想もしていなかった。

　こんなことなら残業しないで定時で帰っておけばよかったとか、残業してもみんなが帰るのを見計らって切りのいいところで帰ればよかったとか色々考えてしまう。

　だがどちらにしたって真に裏切られていることは変わらない。

　しかも後輩の城田さんは全て知った上で真と会っていた。

　そして勤務時間中は何食わぬ顔で私を頼っていた。

　知らなかった方が幸せだったのかな？

　でも私は知ってしまった。

　彼とはもう一緒にはいられないし、すぐにでも別れを切り出したい衝動に駆られる。

　だけどすぐには別れられない大きな問題がある。

　それは私の居場所だ。

　今住んでいるマンションは真が契約している。

　どんな理由であれ、別れたら部屋を出ていくのは私の方。

　部屋を借りるにしてもすぐには引っ越しできない。

　じゃあ、ホテルに仮住まい？

　セレブじゃあるまいし、ホテルなんて何日も泊まれない。

　となると新しい部屋が見つかるまでは、部屋を出られない。

「あ～あ。どうしよう」

　気がつくともう家の前だった。

　しかも部屋の明かりはついていない。

　きっと彼女とどこかでご飯でも食べて帰ってくるのだろう。

　何がトマトと豚肉の卵とじよ。

　彼のために献立を考えていた自分が情けないし、腹立たしい。

　家に着くと、すぐにお風呂を沸かして入った。

　でも今日のことを洗い流すことなんて絶対にできない。

　生々しい二人の声と淫らな行為を思い出し、頭では整理できないほどのいろんな感情が溢れて目の前が涙でぼやける。

　私が悪いの？

　私とのセックスの相性が悪いから？

　体の相性はそんなに重要なことなの？

　だったらなんで一緒に暮らそうって言ったのよ。

　そんなこと同棲する前からわかっていたことなんじゃないの？

　食欲のない私は、真が帰ってくる前にベッドに入った。

　正直なことを言えば彼と一つのベッドで一緒に寝ると思うだけで拒否反応が出る。

　どうせなら帰ってきて欲しくない。

　その方がまだましだ。

　そう思いながら目を閉じた時だった。

　ガチャっとドアの閉まる音がした。

　――帰ってきた。

　一気に心臓がバクバクし出し、胃が痛くなる。

　こうなったら寝たふり、いや寝るしかない。

　だって真の顔を見たら自分が何をいうかわからないからだ。

　静まり返った部屋から聞こえてくるのは、水の流れる音だった。

　それから彼の足音はバスルームの方へ。

　このまま眠ってしまいたい。

　だけど気持ちが昂ぶっているから眠気は全く襲ってこない。

　目に力を入れて寝ようと頑張るがやはり眠れず、そうこうしているうちに、真が寝室に入ってきた。

「麻紀？　寝ちゃった？」

　いつも通りの優しい声。それが余計に私を苦しめる。

　返事をせずに寝たふりをしていると、真はベッドの端に座った。

「いや～、今日は疲れた。仕事がなかなか終わらなくてさ～。そういえば一方的に電話切っちゃってごめんね。ちょっと仕事でイライラしちゃって」

　何が残業よ。

　仕事でイライラじゃないよね。

　城田さんとイチャイチャしていたんでしょ。

「ねえ麻紀？　本当に寝ちゃった？　それとも電話のこと怒ってる？」

　何か言わないと真のことだから嘘を塗り固めて私の機嫌を取ろうとするだろう。

「……調子が悪いから寝かせて」

　これが精一杯の抵抗だった。

　ところが真は何を思ったのか、布団に入ると後ろから抱きしめ、私のパジャマの中に手を入れ、胸を触ってきたのだ。

　数時間前まで私の後輩の体を触っていたその手で私の体を触ろうとする真に吐き気がした。

「やめて！」

　私は逃げる様にベッドから飛び降りた。

「麻紀？」

　真はキョトンとして私を見ている。

　それもそうだろう。

　今まで私は一度だって彼の誘いを断ったりしなかった。

　エッチで感じたこともないし、正直苦痛だと感じていた。

　それでも一度だって拒まなかったのは真を愛していたからだ。

　だけど彼の裏切りで、彼への愛は粉々に砕け散った。

「今日は調子が悪いの。お願いだからやめて」

　この際だからここで全てを話してもいいと思った。

　だけどそうしなかったのは、ほんの少しだけ残った彼への優しさだ。

　三年という決して短くない年月。

　悪いことばかりではなかった。

　いいこともたくさんあった。

　一生懸命アプローチしてくれたのは彼の本心だったと思うし、私が彼に惹かれたのも事実。

　ただ今日のことで、真と付き合ったこと自体が黒歴史になるなんて……。

　こんな日が来るなんて思ってもいなかった。

「麻紀ごめんね」

　今までだったら彼の優しさに私は素直に応え、彼の胸に抱かれて寝ていたと思う。

　だけどもうそれは二度とできない。

「ごめん、もし風邪だったら真にうつしちゃうかもしれないから今日はソファで寝るね」

「そんなこと気にしなくていいよ。ほらおいで」

　今にも泣きそうな気持ちを、グッと堪えた。

「ううん、ちょっと熱っぽいし真は毎日残業続きでしょ？　だから私はソファでいいよ」

　私は枕と、毛布を持ってリビングのソファで寝た。

　別々で寝れることに安堵はしたものの、眠れるわけもなく、私はしばらく起きていた。

　そんな中ふと思い出したのは、名前も知らないイケメンがおまじないをしてくれたこと。

　背中を優しくぽんぽんしてくれた、あの感触を思い出しながら私は目を閉じた。






　それから三日が経った。

「え？　先輩半休ですか？」

　城田さんは私の突然の半休に驚いていた。

　といっても上司には昨日話をしている。

　知らないのは城田さんだけ。

　だからそのつもりで仕事も前倒しでやっていた。

　それもこれも全て城田さんと真が蒔いた種だ。

　もちろん、このことは真も知らない。

「急でごめんね」

「い、いえ……お疲れ様です」

　半休を取ったのはマンションを出るためだ。

　自分の荷物を箱に詰め、必要最低限のもの以外は新しい部屋が見つかるまで実家に送ることにした。

　本来ならば部屋を探したり、次の段階に進むための準備をと思っていたけれど、彼を拒絶する感情が限界に達したからだ。

　とりあえず今日はビジネスホテルに泊まって明日から仕事帰りに部屋探しをするつもりだ。

　入居に時間がかかる場合はウィークリーマンションを借りるという手もある。

　別れると決めた時は思考が固まっていたけど、なんとかなると思ったら気が楽になった。

　それにしてもここに来た時に持ってきたスーツケースにまた荷物を入れて、部屋を出ることになるなんて数日前まで想像もしていなかった。

　でも感傷に浸っている場合ではない。

　宅配業者が集配に来るまでに荷造りをしなくてはならない。

　実は同棲していたことを親は知らない。

　女友達とルームシェアしているということにしていた。

　両親にはルームシェアしている子が結婚して部屋を出ていくことになったが、一人では家賃が高すぎるので自分も引っ越しをすることにした。今より狭いのでしばらく荷物を預かって欲しいとお願いした。

　荷造りといってもそのほとんどが衣類だ。

　クローゼットの中の服と、どうしてもとっておきたい本や、雑貨などを段ボールに詰め込む。

　二人で購入した家電やインテリア、食器はそのままにしておく。

　いらない雑誌や本は紐で縛った。

　そして化粧品や、下着。着回しのきく服を数点スーツケースに詰める。

　たったそれだけのことだけどあっという間に二時間が過ぎた。

　それから時間指定で集配にきた宅配業社に荷物を引き渡した。

　一見、あまり変わった様子のない部屋。

　でもよく見るとクローゼットの半分と、洗面台の私物はごっそりなくなり、玄関先に置いた雑誌や本の束を見れば何かがあったとすぐにわかるだろう。

　ふとスマホに目をやるとメールの着信があったことに気づく。

　真からだった。

《半休取ったの？》

　なんとも短い文章だ。

　でもこういうところの詰めの甘さって今思えばたくさんあった。

　部署が違う私たち。誰かが真に話さなきゃ知らなかったことだ。

　私は話していない。

　となると恐らく城田さんが真に連絡をしたのではないだろうか。

　でもなぜ私が休みを取ったくらいで城田さんは真に連絡したのだろう。

　もしかして二人のことを知っていると城田さん自身が感じ取った？

　その可能性はある。

　ここ数日普通にしようと思っていても、城田さんから話しかけられると視線を落とした。

　普段通りに話をしているつもりでも、どこかで彼女を拒絶する様な言動があったのかもしれない。

《ちょっと用事があって。それより今日なんだけど大事な話があるから早く帰ってきてくれないかな？　どうしても残業で忙しいというのなら無理には言わないけど……》

　するとすぐに返事が届く。

《大丈夫だよ。今日は定時で帰るね》

　絵文字付き。

　今までなら可愛いと思っていたことも、今はその全てが胡散臭い。

　でも何より一番嫌なのは、今まで好きだった人をそういう目でしか見れなくなってしまった自分自身だった。

　あの現場を見てしまって以来、自分の心がどんどんどす黒くなっていた。

　今まで綺麗に見えたものも見えなくなり、二人で築いてきた思い出も今では単なる黒歴史になった。

　何もかも忘れたくなる衝動に吐き気すらする。

「私普通に喋れるかな？」






　それから数時間後、真が帰ってきた。

　珍しくテンション高めで。

「麻紀。ただいま～。はいこれ」

　そう言って私に差し出したのは私の好きなケーキ屋の箱だった。

　これから別れるというのに……皮肉なものだ。

　私はそれを受け取るとダイニングテーブルの上に置いた。

「それにしても麻紀が半休取るなんて珍しいよね？　どこか体調でも悪かった？　でも最近ずっと調子悪いって言ってたよね」

　普段の真はお喋りだが、今日はそれに輪をかけるような早口。

「そんなんじゃないよ。それより話があるの」

「そうだったね。じゃあちょっと着替えてから――」

「着替える前に話がしたいの」

「そんなに大事なこと？」

　私は大きく頷いた。

　ソファに座った真は何か思ったのか身を乗り出す。

「間違っていたらごめん。もしかして麻紀に赤ち――」

「別れてください」

　真が言わんとすることを制する様に私は本題に入った。

　もちろん直球で……。

　真は口を開けたまま固まった状態で私を見ている。

　私はもう一度同じ言葉を彼に投げかけた。

「別れてください」

「え？　なんで？」

　真の顔は引き攣っていた。

『真が浮気をしたから』という事実を口にするのも嫌で言葉を探していたが、真は焦っているのか私に質問しておきながらも、間髪を入れずに、

「そうか、ごめん僕の言葉が足りなくて不安なんだよね。大丈夫だよ。僕には麻紀しかいないし、結婚だってちゃんと考えている。だから安心してよ」

　この人がここまで能天気な人だったとは思ってもいなかった。

　何が結婚？

　誰と結婚？

　私が結婚という言葉に飛びつくと思っていたの？

　私を裏切っておいてよくも抜け抜けと結婚なんて言葉が出てくるよね。

　どこまで私を馬鹿にしているの？

「お願い。別れてください」

　それが自分を保てるギリギリの言葉だった。

　だが彼は全く理解していない様子で、

「なんで？　意味わかんないんだけど。理由もなく別れるってどういうことなの？」

　真の口調は焦りと苛立ちを含ませている。

　本当にこの人は私が何も知らないと思っているのだ。

　あの時あの現場を見ていなかったら、私はいつまでも騙されたままだったのかと思うと虚しさを通り越し悲しくなった。

　そもそも真は私に結婚をちらつかせているが、城田さんとのことはどうするつもりでいるのだろう。

　でも今となっては関係のない話。

「麻紀？　話してくれよ。何が不満なの？」

　自分は何も悪いことなどしていない。

　逆に私を責める様な言い方に、私は小さいため息を吐く。

「私……知っているから」

　真はいまいちピンと来ていない様子だった。

「え？　な、何を？」

「真の残業……」

「え？　残業がな……なに？」

　明らかに真の様子はおかしかった。

　挙動不審というか、目が泳いでいる。

　それなのにまだ私に何かを言わせようとしていた。

　悔しくて何度も目頭が熱くなるのを感じた。

　それでも私はこの関係を終わらせたくて言葉を発した。

「私は知ってると言ったよね。そのことを口に出すのも辛いのに、真はその全てを私に言わせたいの？」

　震える唇を強く噛んで必死に涙を堪えた。

「麻紀。ちょっと聞いてくれ」

「聞きたくない」

　単なる浮気だったのか、それとも本気の浮気だったかはもうどうでもよかった。

　どんな理由であれ、裏切ったことに変わりない。

　真はきっと理由をつけて浮気を正当化するに違いない。

　でもあの現場を目撃してしまった以上なかったことになどできなかった。

「私、ここを出て行きます」

「待ってよ。冗談だよね？」

「本気だけど」

「行くところはあるの？」

　行くところなんてない。でもここにいるよりはマシだ。

「大丈夫だから」

　真は何も言わなかった。

　クローゼットに置いておいたスーツケースを出し、玄関へ向かう。

「ちょっと待ってくれよ」

　といいながらついてくる真。

「ここにあるものは二人で買ったものだから真の好きにしていいよ。私の荷物はもうこの部屋には何もないから」

「え？　……何もないって」

　真はキョロキョロと周りを見渡す。

　一見普通に見える部屋だが、私個人が買ったものはどの部屋にもないことを真はわかった様だ。

「半休とったっていうのはこういうことだったんだ」

　全身の力が抜けたようにガクッと肩を落とす真。

「今までありがとう」

「麻紀、僕は本当に君のことを愛している。許してくれとはいわない。だから行かないでくれ」

　ずっとこの人を愛し続けるって思っていたけど、本当に愛が冷めると今までの思い出はなんの価値もなくなるんだと痛感した。

「さようなら」

　言いたいことは山ほどある。

　それこそ罵りたい気持ちでいっぱいだけど、それを口にしたところで幸せにはならない。

　私は持っていた鍵を真に差し出した。

　だけど真は最後の抵抗と言わんばかりに拒否する。

　仕方なくシューズボックスの上に鍵を置くと一礼して、一年半暮らしたこの部屋を出た。

　マンションを出ると緊張の糸が切れたかの様に大きく息を吐いた。

　さて、これからどうしよう。

　ビジネスホテルに泊まればいいと思っていたが、あの部屋を出ることばかり考えて予約し損ねていたのだ。

　だけどあまり不安はない。

　一日だけなら最悪ネットカフェでもいいと思っていたからだ。

　とりあえず、ご飯も食べていないのでファミレスに行くことにした。

　お昼から全く食べていなかった私は空腹を満たすべく、ハンバーグステーキにスイーツもつけた。

　もやもやした気持ちから解放されてからのご飯はとにかくおいしかった。

　食後のコーヒーを飲みながら、これから泊まるところを探すためにスマホを取り出す。

　花柄の手帳型のスマホケースを開くとポケットに差し込んでいた付箋が目に入った。

　それは真の浮気現場を見た時に出会った男性の電話番号が書かれているものだった。

　あの時、真と城田さんの行為を見て、

『だったら、君も彼と同じことしたら？』

　と男性がとんでもないことを提案した。

　そんなことしたって全てがなかったことになどならないからと断ったが、熱く潤んだ艶のある目で見つめられた際、私は胸の高鳴りを抑えられなかった。

　そんな彼が、

『もし俺が必要になったらいつでも連絡をくれ』

　とくれたのがこの付箋だった。

　でも彼氏と別れたからといって電話なんて……。

　私は付箋を無視する様に今すぐ泊まれるホテルはないかと検索する。

　何件かのホテルがヒットするが、脳裏にちらつくのはあの男性の連絡先だった。

　――いやいや名前も知らないじゃない。

　自分にツッコミをいれる。

　すると会社に近いホテルに空きがあった。

《予約する》を押せばそれで完了するのになかなか押せないでいた。

　――なんで？

　そう心の中でつぶやくものの、理由はわかっていた。

　帰り際にあの男性がおまじないといって私を優しく抱きしめ背中をぽんぽんしてくれた。

　あの時のぬくもりというか彼の感触がさっきの付箋を目にした時に思い出されたのだ。

　結局私はホテルを予約できないまま、ファミレスを出た。

　最悪はネットカフェで部屋探しをすればいいよね。

　と自分に言い聞かせ、ネットカフェへ向かおうとしたが、足が止まる。

　どうして足が止まるの？

　大きなスーツケースを持って歩道の真ん中に突っ立っているって、観光客か訳あり女ぐらいでしょ。

「はぁ～」

　声に出したため息の原因は分かっている。

　私はずっと気になっているあの人に会いたいんだ。

　浮気現場を目撃しているところをあの男性に見られたのに、その人にドキドキしていた。

　そのことがずっと引っかかっていた。

　――まさかこれも浮気のうちなの？

　私が真と別れたかったのは、あの人と連絡をとりたかったから？

　いやいや違う。

　ちょっとときめいたのと、彼がある人に似ていたからだ。

　それは名前すら知らないが、落ち込む私を救ってくれた彼。

　でもある日突然、姿を消してしまって会えずじまい。

　とにかくこの電話番号は、浮気現場を見た私がヤケを起こさないようにと渡してくれただけ。

　きっとこの番号だってでたらめに決まっている。

　だけどこのモヤモヤした気持ちをすっきりさせるために電話してみようかな。

　だって気になるじゃない。

　彼じゃなきゃこんな付箋捨ててしまえばいいんだし、これがあるから私は前には進めないんだもん。

　万が一彼だとしても、あの時のお礼と別れたことを報告すればいいだけのこと。

　それで終わりよ。

　そしたらもう一度ホテルを探すかネットカフェで部屋探しをすればいいだけのこと。

　私は歩道の隅に寄るとスマホを取り出した。

　花柄の手帳型スマホケースを開け、ポケットに刺さっている付箋を取る。

　番号をタップして最後にスタートボタンを押すだけなのに躊躇ちゅうちょしてしまう。

『どうするの？　今なら引き返せるよ』

『ここまできたらダメ元でスタートを押しちゃえ』

　頭の中の私が囁ささやく。

　――もう、一か八かじゃない。

　私はスタートボタンを押した。するとコール音が聞こえた。

　本人であって欲しい気持ちと間違いであって欲しいという気持ちが入り乱れ、緊張で胸はバクバクしていた。

『もしもし』

　――で、でた。

　三コール目で相手が出たのだ。

　でも私は緊張ですぐに言葉が出てこない。

『もしもし？』

　もう一度彼が尋ねる。

　だがお互い自己紹介もしていないのに、私です。ではわからないだろう。

　そう思い電話を切ろうとした時だった。

『もしかして、例の浮気現場を見た人？』

　――え？　わかったの？

　返事をしていないのに彼は話を続けた。

『電話をくれたってことは、何か進展があったんだよね？』

　やっぱり彼は電話の相手が私だと分かっているんだ。

「その節は大変失礼いたしました。彼とは今日別れました」

　そういうのが精一杯だった。

『本当に別れたんだな？』

「……はい」

『今どこにいる？』

　え？　どういうこと？

　ファミレスの近くにいると大まかな場所を説明すると彼は、

『迎えに行くからそこから動かないで』

　と言った。

　――そんなつもりで電話をしたわけじゃないのに。

「で、でも」

『とにかくそこを動かないで』

「え？」

　すると電話が切れた。

　このまま彼のいう通りに待っていればいいの？

　でもそれって何かを期待しているみたいじゃない？

　やっぱりネットカフェに行った方がいいのでは？

　でも私が電話をかけた時点で、私の番号は知られた。

　私がいなければきっと電話をかけてくるに違いない。

　結局私はその場から離れることができなかった。

　彼が来たのは電話から十五分ほど経った頃だった。

　黒い高級車が私の横で止まった。

　運転席のドアが開き、彼が降りてきた。

　始めて会った時の様なスーツ姿ではなく、カジュアルなジャケットとジーンズというラフな服装だった。

「ごめん、待たせたね」

「い、いえ」

　彼は私からスーツケースを取り上げた。

「荷物はこれだけ？」

「え？」

「荷物はこれだけか？　って聞いてるの」

「は、はい」

　彼はトランクを開けるとスーツケースを入れた。

　え？　なんで？

　話をするんじゃないの？

　そう思っていたのは私だけだった。

「車に乗って」

　荷物がトランクにはいっているのに拒否などできず素直に従う。

　車が動き出す。

　どこに向かうのかすごく気になるのに緊張で聞けない。

　だが男性は何か話しかけるわけでもなく、黙って運転していた。

　私は落ち着きなく視線を外に向ける。

　キラキラのネオンと歩く人たち。

　恋人だったり、友達同士だったり、会社の仲間、一人の人もいるけれど、私の様に大きいスーツケースを持って歩いている人はいない。

　私は周りからどういう風に見られていたんだろう。

　そして今私の横で運転している正体不明のイケメンは私を憐あわれんでいるのかな？

「私、これでも結構計画的に別れたんです」

「え？　計画的？」

　私が突然話し出したことに少し驚いているようだった。

　でも沈黙に耐えられなかったのだ。

「そうです。半休をとって全ての荷造りを済ませてから、彼と別れたんです」

「じゃあ、これから引っ越しだった？」

「それが……早く部屋を出たい一心でまだ新しい部屋は決まってません。馬鹿ですよね」

　彼は首を横にふるだけで笑ったりしなかった。

「馬鹿じゃないよ。だってそれほど耐えられなかったんだろ？」

　私の気持ちに寄り添う様に語りかける彼の声に抑えていた感情が爆発しそうになる。

「思っていること、ぶちまけていいよ。きっと泣かずに頑張ったんだろ？」

　なんで会って二回目の人に私の気持ちがわかってしまうの？

「何事もなかった様に振る舞う彼が許せなかったんです。私が知らなきゃあの人はずっと私を騙し続けていたんだなって……そう思ったら今までの思い出が全て黒歴史になってしまったんです。……結局見抜けなかった自分が一番馬鹿なんですけどね……」

　目頭が熱くなって涙がブワッと溢れているのにそれが悲しいのかおかしいのかわからなくなって、笑い泣きしそうになる。

　だけど、彼はそんな私の頭をぽんぽんしてくれた。

　――これだ。

　このおまじないが私を後押ししてくれたんだ。

　欲しいと思う時にいいタイミングでぽんぽんしてくれる。

　私はやっぱりこの人に会いたかったんだ。

　すると車が右にウインカーを出した。

　横を見るとなんとそれは誰もが一度は聞いたことのある老舗高級ホテルだった。

　なんでこんなところに？

　確かに今夜泊まるところは決めていない。

　でも明らかに私が泊まれるレベルのホテルではない。

「あ、あの……ここへはどの様な用で？」

「泊まる以外何があるっていうんだ」

「そうですか。では私は別のホテルを探します。ありがとうございました」

　シートベルトを外そうとする腕を彼が阻止する様に掴んだ。

「何を言っているんだ。君が泊まるんだ」

「え？　そういう冗談はよしてください。お恥ずかしい話ですが、これから部屋を探すのにこんな贅沢はできないんです。それにこんな敷居の高いホテルなんて……」

「誰も君に払ってくれなんて言ってないだろう。俺がとった部屋だ。つべこべ言わずついてこい」

　そう言われると何も言い返せない。

　車はホテルの入り口で止まった。

　車を降りて荷物を下ろすとベルボーイが運んでくれた。

　男性はちょっと待っててと言って私を一人残し、フロントへ。

　シャンデリアといい、飾られてある大きな花器と花、インテリアの全てが洗練されていて改めて敷居の高さを実感する。

　それにしてもこんな高級ホテルに泊まるこの人は一体何者なの？

　年齢はおそらく三十代前半。

　うちの社員ってことはないのかもしれない。

　じゃあ取引先の人？

　だとしたら真と城田さんのことを見られたら会社のイメージは大幅にダウン。

　というより完全にアウトなんじゃないの？

　まさか誰かに話したりしないよね？

　だんだん不安になる。とにかく彼の素性を知ることが最優先だと思った時だった。

　肩をポンと叩かれた。

「お待たせ」

「はい。あっ、あの……」

　彼が何者か知りたいと思ったのだが、

「アレに乗るよ」

　彼はエレベーターを指さした。

「あっ……」

　腑抜けた声で返事してしまったのは、タイミングの悪さにだ。

　エレベーターに乗る前に聞くべきだったのに……。

　完全に彼のペースで動いている。

　しかも運悪く、乗っているのは私たちだけではなかった。

　高齢のご夫婦とビジネスマンらしき男性も乗っている。

　さすがにここで名前は聞けない。

　ビジネスマンらしい男性は途中で降りたのだが、老夫婦は偶然にも同じ階だった。

　エレベーターが止まると老夫婦に先に降りてもらった。

　彼は私のスーツケースを押し、私はその後についていく。

　突き当たりの部屋の前で止まると、彼は私にカードキーを差し出した。

「このキーを君が受け取ったら……俺は帰る。でも君が受け取らなければ……俺も一緒にこの部屋に入る」

「え？」

「俺の言った意味はわかるよね」

　私は小さく頷いた。

　恐らく私がキーを受け取っても彼は私を責めたりはしないだろう。

　でも私は迷っていた。

　まだお互い名前も知らないし会ったのも今日で二回目。

　だけど助けてもらった恩もある。

　ただこの人が部屋に入る意味は単に一緒に話をするためではないこともわかっている。

　だからそれをわかった上で私にどうするか決めろと言っているのだ。

　正直私はどうしたいのか迷っている。

　だって真と別れた直後に別の男性とホテルにいる時点でどうなのかと思う。

　だったら断ればいいのだけれど……。

　もう少し彼と一緒にいたいという気持ちや、ここでさよならをしたらもう二度と会えないかもしれないって思いもあって……。

　だから困っている。

　ずるいよ。

　こんな大事なことを部屋の前でしかも、私に決断させるなんて……。

「キーを受け取らないってことでいいのかな？」

「ずるい」

「え？」

「私を試すなんて……」

「試してなんていない。ただ俺は下心でいっぱいだよ。だから君の気持ちを尊重したいだけ」

「下心があるってはっきり言っちゃうんですね」

「仕方ないだろ？　紳士ぶるのは得意じゃない。で？　どうする？　このキーは俺がもっていていいのかな？」

　結局私は拒めなかった。

　もちろんこの部屋に入ったらどうなるかなんて分かってる。

　言い訳じゃないけど、私はこんなことを平気でするような女じゃない。

　真面目な私は真との初エッチだって随分時間がかかるほど慎重な性格だった。

　だから今の私の心臓は未だ嘗かつてないほどドキドキしていた。

　彼がカードキーを差す。

　カチャと音がすると彼は私を見た。

　それは『拒むのなら今だよ』と言っている様だった。

　――もうそんな確認しないで。

　だって彼の手は私の腕をしっかりと握っていたからだ。

　ドアを開けると彼は、すぐ横の照明スイッチを押した。

　目の覚める様な真っ白な壁。

　インテリアは温かみのある木を基調にした和モダンな部屋。

　部屋の真ん中には大きなベッド……。

　もし私がキーを受け取っていたら、こんな無駄に広い部屋で一人きりだったってこと？

　どういうつもりでこの部屋を選んだの？

　やっぱり下心満載じゃない。

　心の中ではいろんな言葉が出てくるのにそれを口に出す余裕が全くない。

　いざ部屋に入ってしまうと更に緊張が走る。

　今までの人生で一番の冒険は、真との同棲だった。

　でも今はそれを遥かに上回っている。

　恋人でもない人と同じ部屋にいるのだから。

　もう清水の舞台から飛び降りる様な気分だ。

　なんとかこの緊張を少しでも軽くしたくて深呼吸をしたその時だった。

　後ろから強く抱きしめられた。

「会いたかった」

　この部屋には私たちしかいないのに、耳元で囁く彼の声はとても小さい。

　でもそれがかえって私の胸をドキドキさせた。

「本当に？」

　緊張で他に言葉がみつからない。

「ああ、君からの電話をずっと待っていたんだから」

　私がこの人に会いたかった様に、彼も私のことを同じ様に思ってくれてることに胸が高鳴る。

「こんなことをするのは初めてです」

「……うん」

　彼は更に強く私を抱きしめた。

　私の耳に彼の唇があたり更にドキドキする。

「緊張でどうにかなりそうです」

「……わかる。君の鼓動が伝わるから。でもね、俺も同じだ。君に触れてドキドキしている」

　彼ほどのイケメンが私にドキドキするなんて……ちょっと信じられない。

「そう……ですか？」

「もしかして……信じてない？」

「こういうことに慣れてないから……」

「もしかして俺はこういうことに慣れてるって思ってる？」

「私よりかは……」

　すると彼の手が離れ、私を自分の方に向けた。

「慣れてるわけないだろ。好きな女性を目の前にしていろんな衝動を抑えてるだけだ」

　真っ直ぐな瞳で私を見るその顔はすごく真剣だった。

　でも今好きな女性って言わなかった？

「あの……それって……」

「こういうことだよ」

　彼の顔が近づき、彼の柔らかい唇が私の唇に触れた。

　その瞬間、緊張で肩に力が入る。

　そしてわずかな隙間から彼の舌が滑る様に入ってきた。

　緊張は和らぐことを知らず、肩から指先までガチガチに固まっている。

　私の中に入って来た舌が口内をぐるりと舐め回すと、歯列をなぞり舌を絡ませた。

　絡まった舌が私の口内で互いを求め合う様に動きを加えられ、上半身に力が入らなくなる。

　キスはより深くなり、互いの唾液が混じり合い、体が火照る。

　こんな時に比較するのはどうかと思うが、真とのキスとは全然違っていた。

　真のキスはこんなに丁寧ではない。

　キスを重視するより、早く自分自身を満たしたいと言う感じだった。

　だから今みたいに自分の体がこんなにも火照ることなんてなかった。

　唇が一旦離れると、口の端から溜まった唾液が滴り落ちる。

　恥ずかしくて拭おうとするが、彼がそれをすくい舐め再び唇を塞ぐ。

　私の唇を舐めたり、下唇を吸ったり、啄ついばんだりと、まるでおもちゃの様に弄ぶ。

「そんな顔してたらもう我慢できないんだけど」

　そんな顔って……私はどんな顔をしているの？

　だけどそれを聞くのも恥ずかしくて下を向く。

　彼はそんな私を包み込む様に抱きしめる。

「君の全てがほしい」

　彼の甘く囁く声だけで蕩とろけそうになった。

　だけどその瞬間、私はあることに気づき我に返った。

　そして咄嗟に彼と距離を取った。

「どうした？」

「多分あなたの気持ちに応えることができない……と思います」

　彼は目を見開いた。

「ちょっと、それは……俺のことが嫌いだって――」

　私は彼が言い終える前に首をぶんぶん横に振った。

「じゃあなぜ？」

　真がなぜ浮気に走ったか。

　それは私が彼とのセックスで一度も良かったと思ったことがなかったからだ。

　全く感じなかったわけではなかったが、抱かれるたびに早く終わってくれればいいのにと思っていたほどだ。

　自分は不感症なんじゃないかとすごく悩んだこともあった。

　だから最近彼……いや元彼と何もなかったことに少しホッとしていた。

　でも実際は何もなかったのではなく、私とは何もなかっただけで、私以外の女性とはそういうことをしていたわけで……。

　だからこの先の行為に進んでも、また同じ結末が待っているのではと躊躇してしまったのだ。

「私セックスで感じたことがないの。多分不感症だと思います」

　だが彼の反応は意外なものだった。

「なんだ。そんなことか」

「そんなことって……私にとっては深刻な問題というか……」

「不感症だったら、キスで蕩けるような顔はしないよね」

「え？」

「ありがとう」

「え？」

　なんでお礼を言われるの？

「そのことを俺に話すのは勇気のいることだったよね。確かに合う合わないっていうのはあるけど……大丈夫だから俺に委ねて。でも嫌だと思ったら我慢なんかしなくていい。俺は純粋に君に触れたいんだ」

　今まで嫌われるのが怖くて、真とこういう話を一度もしたことがなかった。

「ごめんなさい」

　だけど彼は首を横に振った。

「謝らないで。それにこういうことはすごく大事なことだよ。だから正直に教えてくれてうれしいよ。俺も君のことをもっともっと知りたいからこれからもどんな些細なことも話してくれ」

　彼の一言は私の大きな不安を和らげてくれた。

　私が大きく頷くと、彼の腕がのびた。

　私は全てを委ねる覚悟で彼の手をとった。






　ダブルベッドに仰向けになると、彼はわたしの着ていたカットソーの裾すそに手をかけ、一気に脱がせた。

「これも邪魔だね」

　キャミソールとブラだけになったが、それらも全て奪った。

　上半身裸になった私は恥ずかしさのあまり咄嗟に両手で胸を隠すと、彼もジャケットとカットソーを脱いだ。

「これでおあいこだ」

　確かにそうだけど、なんだか私の方がハンデが大きそうな気がするのは気のせいか。

「いい？　嫌だったり怖かったり、とにかくダメだと思った時は我慢しないでいうこと。

　でも気持ちが良すぎてダメな場合はやめてあげない」

　彼は口角を上げニヤリと笑った。

　そして胸を隠していた両腕を掴むと私の手をシーツの上に置いた。

　露になった胸を見られるのが恥ずかしくて思わず顔を背け目を瞑つむる。
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　彼の手が包み込む様に私の両胸に触れ、緊張が加速する。

　そしてゆっくりと強弱をつけながら円を描く様に優しく揉みしだかれる。

「すごくやわらかい」

　それは褒められているの？

　でも声に出す余裕などない。

　今までこんなに優しく触れられたことがないからなのか、彼に触れられた部分に気持ちが集中してしまう。

「舐めるよ」

　と一言いうと、下から掬すくい上げる様に胸の突起を舐めた。

「ひゃん」

　まるで電流が走った様な大きな刺激に声にならない声が出て来てしまった。

　彼は指や舌を使って私が欲しがる場所を丁寧に探す。

　私の反応を感じ取り、ざらりとした彼の舌で感度の良い方の胸の突起を擦る。

「あっ……あっ……」

　更に動きに強弱をつけた。

　恥ずかしいのに声が抑えられなくなり、淫らな声が止まらなくなる。

　更に動きが加速すると、声と一緒に腰がピクッと跳ねるのが分かった。

「君は不感症なんかじゃないよ。だってこの声はとても喜んでる。腰が動いているのわかる？　だからもっといやらしくなって」

　彼は仰向けで寝ている私を見下ろしながら両胸の先端を摘つまみ、くりくりと左右に動かす。

「ああっ！　ダメ、ダメッ！」

「何がダメなんだ？」

「だって……だって……あっ、んんっ」

　唇に力をいれ、必死に声を堪えようとするが、抑えられず声が出てしまう。

　すると今度は胸の先端を口に含み、転がしたり吸いついたりをくり返す。

　下半身がむずむずして思わず足の先に力が入る。

　それは今まで経験したことのないほどの快感だった。

　こんな自分自身に驚きと戸惑いを感じずにはいられなかった。

　だけど彼は動きを全く緩めない。

　次第に自分でも信じられない感情が襲いかかる。

　――もっと……もっと。

　こんな気持ちになることも初めてで、自分がおかしくなってしまったんじゃないかと不安になるほどだった。

　だけど、体は正直に反応していた。

「本当にいやらしい。さっきより腰が動いてる。胸だけでは足りないって感じだな」

　私の中のもっと、もっとがこんな淫らな動きをしていた。

　彼は片方の胸を手で揉みしだき、反対の胸の硬くなった先端に舌を這わせた。

　左右違う動きは更に私の体を淫らにさせる。

「やっ、もうダメ。おかしくなっちゃう」

　ジンジンと迫り来る快感に体がのけぞる。

　彼は後ろに手を回し、私を起き上がらせた。

　そして私を自分の胸にもたれかけさせて首筋に、キスを落としながら胸の先端を摘む。

　首に吸いつく様なキスと摘まれた先からくる刺激に、声が抑えられなくなる。

「今からもっともっと俺で気持ちよくしてあげるからいやらしい声をきかせてくれ」

　履いていたスカートの裾は腰の位置まで上がっていた。

　彼はわたしの首に強めのキスを落としながら器用にストッキングをずり下ろした。

　そして下着の中に指を滑り込ませた。

　一瞬我に返り、この状況の恥ずかしさに脚を閉じようとしたが既に手遅れ。

「ほらやっぱり。我慢していた君のここがすごいことになってる」

　彼の言いたいことは自分でも分かっている。

　胸だけで私の下着はその機能を失いつつあった。

　彼は指で蜜のあふれる場所を擦る。

「ああっ！」

　指で上下に擦られた私は卑猥な声を小刻みに連呼する。

「あっ……あっ……あっ、あっ、あんっ！」

　頭の中はもう「なんで？」の嵐だった。

　だって真とのセックスでこんなに感じたことなどなかったからだ。

　触れられてもあまり濡れなかった。

　それでも感じている様に嬌声をあげたが、今のは本気の声だ。

　余裕が全くない。

　それよりもこの先自分がどうなってしまうのかの方が怖い。

「もっとほしかったら自分で脱いでごらん」

　すごく恥ずかしい言葉なのに、体は欲しがっていた。

　ストッキングと下着を脱ぎすてると、後ろでは彼も準備を進めていた。

　何も身につけていない恥ずかしさよりも彼を求める気持ちが溢れていた。

　彼は私の体のラインを撫でながらその指を私の蜜の溢れ出るその場所に差し込む。

「もっと脚広げて」

　言われるがままに脚を広げる。

　彼の指が抜き差しを繰り返す。

　くちゅりくちゅりと卑猥な音と私の嬌声が部屋の中に響く。

「すごいよ、溢れてくる。指がふやけそうだ」

　指の動きが徐々にスピードアップする。

「やっ……あっ、だめ……だめ」

「何がだめなんだ？　いいの間違いじゃないのか？」

　体が指の動きに合わせて縦に揺れる。

　自分の体が自分じゃないみたいでどうにかなりそうなのを必死に抑える様にシーツを強く握る。

　すると彼がキスをした。

　指を動かしながらだらしないキスをする。

　しまりのない口に彼の舌が入って私の舌を絡め取る。

　なんなの？　こんなの初めて。

　誰かを欲しいと思ったことなど一度もなかった。

　朦朧もうろうとする中、彼が欲しいという思いだけははっきりしていた。

　唇が離れると、彼が私の耳に唇を当てた。

「もう我慢できない。挿れていい？」

　吐息混じりの彼の声に私は

「お願い……」

　とささやいた。

　体に当たっていた彼のそれはもうはちきれんばかりにそそり勃っていた。

　私たちは互いの手を絡ませた。

　そして彼の指で受け入れ準備の整ったそこにゆっくりと彼が入ってきた。

「はうっん！」

「んっ！」

　――入った。

　そう思ったのも束の間、彼が腰を前後に動かす。

　その動きが加速する。

「あっ、あっ、あっ」

　ベッドの軋む音とクチュクチュと卑猥な水音、そして淫らな息遣いに理性が失われていく。

「気持ち……いいか？」

「もう、だめっ……」

「それはいいってことだな」

「おかしくなっちゃ……うっ」

「おかしくなれ、俺が全部受け止めてやる」

　どうしてだろう。

　こんなにいやらしいことしているのに、彼の言葉が純粋に嬉しくて目頭が熱くなる。

「あっ、あっん、もお……すごくいいの」

　もうどうなってもいい。

「俺も……すごく……いい」

　ぱちゅんぱちゅんと卑猥な音と迫り来る快感の波。彼の荒い息遣いに私の限界が近づいていた。

「もう、もう、ダ、ダメっ！　お願いっ！　イ、イくっ！　イっちゃう」

「俺も……イくよっ！」

「！」

　私は彼の腕を強く握った。

　私の頭の中が真っ白になるのを感じた。

　そして私たちは同時に果てへと向かった。

　生まれて初めてイくことを知った私の体はしばらく、余韻のようにまだじわじわと快感に包まれていた。






　いつ眠ったのか正直覚えていない。

　ただ分かっていることは、セックスで初めて感じて、自分じゃなくなったことと、彼に刻まれた印だった。

「なんかすごい……」

　いつもより早く目覚めた私はシャワーを浴びようとバスルームにはいった。

　そして洗面台の鏡に映った自分の体を見て目が点になった。

　――私はてんとう虫ですか？

　冗談を言っている場合じゃないが、そう言いたくなるぐらい私の上半身はキスマークだらけだった。

　いつの間にこんなにキスマークを……。

　だけど昨夜のことを思い出すだけで顔から火が出そうになる。

　理性をなくしそうなほどの刺激と、枯れそうになるほどあんなに声を出したのは初めてだった。

　だが不意に現実に戻る。

　――私はこれからどうしたらいいの？

　昨夜の私は彼と一緒にいたいという思いばかりでこれからのことは考えないようにしていた。

　だけど、現実は待っちゃくれない。住むところを探さないといけない。

　とりあえず会社に行かなくちゃ……。

　部屋探しは仕事を終えてからだけど、すぐに入居できるわけないし、それまでの間どうしよう。

　恋人でもない彼には甘えられない。

　そもそも私たちはまだお互いの名前を知らない。

　もしかすると彼が私の名前を聞かないのは、知る必要がないと思っているからかもしれない。

　わたしだって昨夜は慰めて欲しかったのだと思う。

　いや、そうなのだ。そう思わなければだめなような気がする。

　本気になっちゃダメって心の中の私が警告しているのだ。

　となればいつまでもここに留まるのはよくない。

　ここを出よう。

　急いで着替えを済ませバスルームを出た。

　のだが……。

「え？」

　さっきまで寝ていたはずの彼が起きていたのだ。

　しかも服を着ている。

「お、おはようございます」

「おはよう、昨夜は眠れた？」

「……多分寝れたと思います」

「で？　これからどこへ行くの？」

「し、仕事です」

「ふ～ん……わかった。じゃあ仕事頑張って。あとこれは俺が預かっておくから」

　彼は私のスーツケースを持っていた。

「え？　なんでですか？」

「なんでって？　もう君は俺のものだから拒否権はなし」

「ちょ、ちょっと待ってください。納得できません」

「どうして」

「だってあなたの名前すら知らないのに」

「新一しんいち」

　彼はニコッと笑った。

「新一？」

「そう、じゃあ君は？　……あっ、待って。俺が当てる。麻紀でしょ」

「な、なんで？」

　と口にだしたが、すぐにそのカラクリは分かった。

　スーツケースにネームタグがついていたからだ。

「お互いの名前がわかったことだし文句ないよね」

「え？　で、でも」

「そろそろ時間じゃないの？」

　新一さんが時計を指した。

「わっ！」

　確かに彼のいう通りだった。

　結局私はスーツケースを奪われたまま出社することとなった。

















３　公私混同？












「おはようございます」

　普段通りの笑顔と挨拶。

　昨日真と別れて、新一という男性と一夜を過ごしたなんて誰も知らないだろうという余裕を持って自分のデスクに座ったが、内心はその逆だった。

　――学校なんて行きたくないと駄々をこねる子供の気持ちがすごくわかる。

　人間だもの、学校に行きたくない日もある。

　それと同じ様に会社に行きたくない日もある。

　まさに今日はそれなのだ。

　真と付き合っていることは社内でも有名だった。

　付き合っていると社内で噂になった時は大騒ぎだった。

　ということは別れてもそれは同じで、バレるのは時間の問題だ。

　いや、既にバレているかもしれない。

　どんな顔で出社すればいいの？

　ホテルを出てから現実に引き戻された私はそんな気持ちだった。

「おはよう」

　何事もなかったように自分から声をかけた。

「お、おはようございます」

　まさか私より彼女の方がびびっているなんて……。

　城田さんは明らかに何かを知っている顔だ。

　知って当然よね。

　私が「知っている」と言って家を出た後に真が城田さんに連絡するのは容易に想像がついたからだ。

　と言っても彼女を責める気はない。

　だけど、思い詰めた顔をされるのは正直心外だ。

　本来なら泣きたいのは私の方なのだから。

　カバンを置いて、メールのチェックをするためにパソコンを開いたその時だった。

「先輩」

「加賀美君」

　部長と城田さんが同時に声をかけてきた。

　順番から言えば上司が優先だ。

「城田さんごめん。後で」

「……あっ…はい」

　かろうじて聞こえるくらいの小さな声だった。

　そんな声で一体私に何を話そうとしているのだろう。

『そんなつもりはなかったんです』

　とか言いたいのだろうか？

　恐らく自分は悪くないってことを主張したいのかもしれない。

　でも私だってこうやって仕事とプライベートは分けて接しているのだからそこは察して欲しい。

「部長、お呼びでしょうか」

「ああ……ちょっといいか？」

　部長は席を立つと、広報室の端の方へと移動した。

「今秘書課の課長から連絡があって、君に至急秘書課に来る様にと呼び出しがあったんだが……何かしでかしたか？」

「え？　どういうことでしょうか」

　聞きたいのはこっちの方だ。

　そもそも私と秘書課には接点などない。

「まあ、そうだよな。悪いがとにかく行ってみてくれ」

「はあ……」

　すると秘書課から部長に電話がかかってきた。

「もしかすると催促かもしれん。早く行ってきてくれ」

「は、はい」

　――よくわからないな……。

　秘書室は自社ビルの最上階である六階にあり、広報は三階にある。

　ちなみに食堂は五階にある。

　私もそうだがほとんどの社員は食堂のある五階までしか行ったことがない。

　一体なんで私が呼ばれたのか見当もつかない。

　エレベーターで六階まで行くと、秘書課の男性らしき人が待ってましたとばかりに私の方にやってきた。

「広報の加賀美さんですね」

「はいそうですが……、私が呼ばれた理由は……」

「そのことでしたら後で詳しく説明しますのでとりあえず来てもらえますか？」

　――ますますわからない。

　そして最大の謎。それは副社長室の前にいることだ。

　副社長と言えば、社長の御子息で最近まで海外支店にいたってことだけしか知らない。

　このことは先日広報でも話題になっていた。

「あ、あの、これは一体」

「とりあえず入ります」

　――ええ？

　男性が副社長室のドアをノックした。

「はい」

　奥から声が聞こえた。

「副社長、加賀美さんがお見えになりました」

「通してくれ」

「はい」

　まだ心の準備ができていない私は、男性の後ろに隠れる様に立った。

　ドアが開くと、社長の御子息がパソコンのキーを叩いていた。

　すごくかっこいいと社内広報の人たちが噂していたけど……。

　男性の後ろに立ち、覗く様に副社長を見たのだが……。

　――え？

　私は自分の目を疑った。

　だって私の記憶が正しければ私のスーツケースを預かっている人は今目の前にいる人で、高級ホテルのスイートルームで濃厚な夜を共に過ごした人だったからだ。

「え？」

　あまりの驚きに声をあげる私に男性が振り向き、眉間にシワを寄せた。

　だが私を見ているもう一人のその人は、してやったり顔で私を見ていた。

　副社長はキーを打つ手を止めると席を立って私たちのいる方へと近づき、ソファの前で足を止めた。

「仕事中に呼び出して悪かった」

「い、いえ」

　この声。まさしく新一さん……だよね。

「急で悪いが、今日から私の秘書をしてもらう」

「は……え？　ええ？　私が秘書ですか？」

　副社長室にそぐわない大きい声に

「加賀美さん」

　と男性に注意される。

　でもこれが声を出さずにいられますか？

「あの……何かの間違いでは？　私は入社以来ずっと広報におりまして、秘書経験は全くございませんが」

「わかってる。だがこれは副社長命令だ」

　またも拒否権なしですか……。

「河合かわい課長、悪いが少し彼女と話がしたいので席を外してほしいのだが」

「はい。それでは加賀美さんは副社長とのお話が終わったら秘書課の方へ来てください」

「……はい」

　課長が退室すると、新一……いや副社長はニヤリと笑いソファに座った。

「君も座ってくれ」

「……はい」

「言いたいことが山ほどあるって顔してるな」

「ええ、それはもう山ほどございます」

「二人の時は敬語でなくていい」

「なんで副社長だとおっしゃらなかったんですか？　それとなんで私が秘書に――」

「そう慌てるな……。俺が副社長だって知ったら君は俺に電話をしたか？」

　確かに副社長だって知っていたら恐れ多くて電話なんてできなかった。

　でも副社長に彼氏の浮気現場見られているとか、それを私が覗いていたとか……、いや社員が会社であんなことしている時点で全てアウトですけど。

　副社長は話を続ける。

「君の上司の話では、君は大変優秀だと聞いている。それは置いといて、元彼と浮気相手のそばに置くぐらいなら俺のそばに置いておいた方が絶対にいいと思ったからだよ」

　俺のそばにって完全に職権濫用なのではと言いたくなるのをグッと堪えた。

「お心遣いは感謝いたします。でも私は秘書経験がございません。したがってお役には立てないかと……」

　秘書ってすごく仕事ができる綺麗な人ってイメージが強い。

　――私には荷が重すぎるし、絶対浮いて見える。

「大丈夫だ。俺だって副社長になりたてでよくわかっていない。とりあえずは俺のスケジュール管理や雑用をお願いする」

　お願いすると言われても、返事をしたら本当に秘書になってしまう。

　ダメ元で無言の抵抗を試みる。

「返事が聞こえないな」

　わざとらしく耳に手を当てて返事を促す。

「……はい」

　消え入るような小さい声で返事をすると、再び返事を催促される。

「はい」

「じゃあ、午前中は仕事の流れを覚えてもらい、午後からは課長を交えて今後の打ち合わせ」

「はい」

　副社長が満面の笑みを浮かべた。

　副社長室を出て、秘書課に行くと課長が私のデスクを案内してくれたが、すでに私の私物がそこに置かれていた……。

　課長や秘書課の先輩方から色々と教えてもらい、あっという間にお昼休憩になった。

「疲れた～」

　お手洗いに行くと、スマホが鳴った。

　和子からのメールだ。

《ちょっとなんかすごいことになってるみたいだけどどうなってるの？　連絡ちょうだい》

　メールの文面を考えるのが面倒だった私は、お手洗いを出ると和子に電話をかけた。

　そして今から公園で落ち合うことになった。

　真の浮気が発覚して別れたことを話すと、和子は自分のことの様に怒った。

「信じられない。あいつ殴ってやる」

「和子もういいって。今思えば別れる要因は色々とあったんだよ」

「まだ信じられないよ……でも浮気ってだれとよ」

　今の和子に自分の後輩と浮気しただなんて言ったら、本当に殴りに行きそうだったから本当のことは伏せた。

　だがそれ以上に驚いていたのは突然の人事異動だった。

「なんで麻紀が秘書課に行くのよ」

「だよね。私もまだ信じられなくて」

　そう、信じられないことばかりでまだ落ち着かないのだ。

「でも、麻紀は仕事もできるし、フロアが変わればあいつと会うこともないだろうし、良かったかもしれない」

　部屋を出たことも話をすると、今度一緒に部屋を探してくれると約束してくれた。

「とにかくあんなクズ野郎のことは忘れなさい」

「うん」






　午後からは副社長室で課長と私、そして副社長の三人で打ち合わせを行った。

　予め決まっている会議などについての説明や、大口の取引先への挨拶の日程などだ。

　今日はとにかくひたすらメモを取った。

　それにしても、本当に私で良かったのだろうか。

　明日は半日引き継ぎのため広報で仕事をし、午後からは秘書課での仕事となる。

「お疲れ様です」

「大変だろうけど頑張ってね」

　先輩秘書さん達は意外にも私を快く受け入れてくれた。

　その理由を河合課長から聞いて驚いた。

　副社長がここに来た時は、みんな浮き足立っていたらしいのだが、担当になった秘書は一日も持たなかったらしい。

　数日で秘書が三回も変わったことで、他の秘書に打診しても誰もやりたがらなかった。

　そこへ副社長が私を指名した。

　だから秘書課の人はホッとしているのだと。

「そ、そんな～」

　最初にそれを言ってくださいと言いたいところ。

「心配しないで。やはり副社長が自ら選んだだけあって今までとは明らかに違う。君なら大丈夫だから頑張ってくれ」

　後から後からいろんな情報が耳に入るとこっちも身構えてしまう。

　でも仕事以外の副社長は素敵なんだけど……。

　ってそうだ。スーツケース。

　これから今日泊まるところを探したり、部屋探しもしなきゃならないんだった。

　すると突然電話が鳴った。

　スマホの画面を見ると、今まさに電話をしようと思っていた副社長からだった。

「もしもし」

『会社裏の一本奥の道で待っていてくれ』

「え？　あ、あの……でも私のスーツケースは……」

『だから待っていてくれ』

「はい」

　確かに会社でスーツケースを渡されたらあれ？　っと思うよね。

　きっとこれから返してくれるのだろう。

　そう思いながら急いで会社を出た。

　言われた通り、会社裏の一本奥の道へ向かった。

　この道は一方通行になっており人通りも少ない。

　古いビルが立ち並び、この道を走っている車のほとんどが商用車だ。

　すると見覚えのある黒いセダンが私の前で止まった。

　運転席の窓がすーっと開くと、副社長が顔を出す。

「乗って」

「え？　いえ私はここで結構です。スーツケースを――」

「いいから乗ってくれ。後ろから車が来る」

　車の後ろに目をやると確かに車が近づいていた。

　言われた通り後部座席に乗った。

　車は動き出し、大きい通りに出てきた。

「副社長、どこか適当なところで止め――」

「新一でいい」

　確かに今朝まではそれで良かったかもしれないが、今は上司だ。

　しかもただの上司ではない。我が社の副社長だ。

　そんな人に容易く名前呼びできるわけがない。

　そうじゃなくても昨夜のことを思い出し、とんでもないことになったと思っているのだから……。

「そういうわけには……」

「仕事とプライベートは別だ。それと、これから部屋を探そうとしている様だが、その必要はない」

「え？　どういうことですか？　意図がわかりません」

「今はわからなくていい」

　これ以上は何を言っても無駄なのだろうと思った私は小さなため息を吐いた。

　十分ぐらい経っただろう。

　車はマンションらしき建物の敷地に入っていった。

　タワーマンションが多いこの地域だが、このマンションは全く別世界の様だった。

　三階建てで周りは緑に囲まれた外観。

　一階は屋内の駐車場となっており、高級車がずらりと止まっていた。

「降りて」

　言われるがまま車から降りると、新一さんは車のトランクを開け私のスーツケースをおろした。

　そしてエントランスらしき入り口へと歩き出す。

　これがどういうことなのか、鈍い私でもなんとなくわかる。

　恐らくここは新一さんの住むマンションなのだろう。

　エントランスは大理石でできているようだった。

　真ん中に高級そうなソファが並んでおり、右手には手入れされた綺麗な庭園が見える。

「麻紀、行くよ」

　新一さんはすでにエレベーターの前まで移動していた。

　エレベーターが開くと新一さんが乗り込む。

　私も急いで乗る。

　色々と聞きたいことはあるのに、質問が多すぎて何から聞けばいいのかわからず混乱していた。

　エレベーターはすぐに三階についた。

　新一さんはスーツケースを押し、突き当たりの部屋の前で立ち止まった。

　鍵を開けると、新一さんは先に私を部屋に入れた。

「あ、あの……ここは」

「俺の家だけど……」

　新一さんは玄関の脇にスーツケースを置き、部屋に入っていった。

　俺の家というのはわかるけど、私が聞きたいのはそういうことではない。

「おじゃまします」

　靴を脱いで彼の後についていく。

　長い廊下の先に見えたのは大人数でパーティーができるほど広々としたリビングダイニングだった。

　一人暮らしには広すぎる。

　でもよく考えたら彼は我が社の副社長。

　彼にとってはこの広さは普通なのかもそれない。

　逆に私は彼氏の浮気現場を目撃したことで別れを告げ、住む場所すらない状況だ。

　仕事もプライベートも天と地の差。

「何そんなところで突っ立ってるの？　座ったら？」

　新一さんはソファに座っていた。

「あ、あの……これはどういうことでしょうか……」

「どういうこととは？」

「だから……私はなぜここへ？」

「君は住むところがない。だから今日からここに住んでもらう」

　気持ちはありがたいけどこんな現実離れした部屋には住めない。

　もちろん、素敵な部屋よ。インテリアだってモダンで洗練されていて恐らくどれも高価なものだろう。

　でもなんか違う。

　そもそも私たちはどんな関係なの？

　恋人でもないし、セフレでも……ない。恩人？　いや上司。

　もちろん彼に惹かれている。

　でも私は真と別れたばかりで、新しい恋への第一歩を踏むのにかなり慎重。

　って昨夜あんな濃密な夜を過ごした手前説得力に欠けるが……。

　でもやっぱりこういうのはなんか違う様な気がする。

「お気持ちはありがたいのですが、流石に上司と住むというのは……」

「でも住むところないんだろ？」

「そうですけど……住むところは早急に決めます」

「じゃあ部屋が見つかるまではどうするの？　ホテル？　ネットカフェ？」

「そういうことに……なるんでしょうね」

　すると新一さんは自分の隣に座れとソファを叩いた。

　言われた通りに隣に座る。

　彼が副社長じゃなかったら、もっと違っていたのかも。

「いい？　君は今住所不定だ」

「はい」

「会社的に、住所不定というのは不安要素だ」

「でもまだ役所には届出をだしてないです」

「いや、だせないでしょ。家がないんだから」

　――しまった。そうだった。

　この人にはなんか勝てない気がする。

「わかりました。じゃあこうしませんか？　新しい部屋が見つかるまでの間お世話になります。ただというわけにはいかないので……」

「料理できる？」

「はい」

　真と同棲するのを機に料理を極めようと思って頑張った。

　料理教室に通う余裕はなかったから料理アプリで美味しそうなものを片っぱしから作ってみた。

　そのおかげで真の胃袋は掴んだけど、それ以外は掴めなかった。

　やっぱり今思えば私は真の飯炊女だったんだ。

「麻紀？」

「は、はい」

「じゃあ、部屋が見つかるまで家賃の代わりに料理を作ってくれないか？　もちろん嫌なら無理にとは――」

「いえ、料理ぐらいしか取り柄がないので」

「料理ぐらいなんて言い方はするな。俺は料理が苦手だから尊敬するよ」

「尊敬だなんて……まずは食べてから評価してください。じゃあ、今から何か作りますね」

　私は立ち上がった時だった。

「あっ……」

　と新一さんが何か言いかけたみたいだった。

　だけど私はこの緊張感から逃げ出したくてそのままキッチンに入った。

　献立をたてようと冷蔵庫を開けたのだが……。

「え？」

　思わず声が出てしまった。

　卵しかない。

　業務用ですか？　と尋ねたくなる様な大きな冷蔵庫なのに、宝の持ち腐れ。

　勿体なさすぎる。

「あの……」

「わかってる。言いたいことはわかってる。今日は何かテイクアウトしようか？」

　恥ずかしそうな彼を見て可愛いと思ってしまった。

「……いいです」

「え？」

「お米はありますか？」

「ある」

「じゃあ、キッチンお借りしますね」

　不安そうな表情の新一さんだが、私は冷蔵庫や棚の中をチェックしなんとか晩御飯を作った。

「……これは」

　おにぎり、卵焼き、お吸い物。

　正直夕食にしてはチープで、料理なのか？　と思ってしまうが、彼のキッチンにあるもので作れるぎりぎりのメニューだった。

　お味噌汁も味噌がなかったためにお吸い物になり、海苔と梅干しがあったのでかろうじておにぎりを握った。

　卵焼きは甘いのが好きな人としょっぱいのが好き人がいるので両方作ってみた。

「ここにあるもので作ってみたんですが」

　すると彼は本当に嬉しそうに微笑んだ。

「日本に帰ってきたって実感できるね。それにしてもおにぎりの塩加減は最高だ。海苔も俺好みのちょっとしっとりしている感じも好きだな。味噌は……すまない。明日買いに行こう」

　私は彼の笑顔にドキドキしていた。

　でもそのドキドキはこの後もずっと続いた。

　卵焼きはどっちも好きだと食べて、お味噌汁になり損ねたお吸い物もおかわりした。

　すごくシンプルな夕飯だというのに、彼はすごいご馳走を食べているかの様に満足してくれた。






　彼の部屋は三ＬＤＫ。

　大きな寝室と洋間は書斎になっていて、もう一部屋は……。

「仕事でバタバタしていて引っ越しの荷物の整理がまだできていなくてね……」

　段ボールが未開封のまま部屋にたくさん積んであったのだ。

「……じゃあ私はどこで寝れば」

　新一さんは寝室を指さした。

「……ですよね」

　副社長だって知っていたら私は昨日電話をしただろうか。

　だけど住まわせていただける身分で文句など言ってられない。

「昨日も言ったと思うけど君が嫌がることはしないから」

「は、はい……」

　こんな感じで私たちの生活が始まったのだ。

　仕事にプライベートは一切持ち込まない様徹底している。

　もちろん二人が一緒に暮らしていることは誰も知らない。

　というより今は秘書の仕事を覚えることで精一杯な私と、帰国と同時に副社長に就任した新一さん。

　お互いに余裕のないもの同士なのだ。

　だから家にいるときは、仕事の話はしないのが暗黙の了解になっていた、

　帰宅するとお気に入りのソファに座り、新一さんとテレビや映画をみながらたわいのない話をしている。

　だがベッドに入ると求め合うのは自然の流れだった。

　正直自分でも驚いている。

　以前の私はそれを求め合うなんてことはなく、義務のように思っていた。

　嫌われたくない一心で受け入れていた。

　だけど今の私は彼に求められることに、幸せを感じている。

　彼は私を抱くたびに、「麻紀、麻紀」と私の名を呼ぶ。

　ただそれだけのことなのに胸がいっぱいになる。

　だけど、私たちの間で『好き』とか『愛している』という相手に対するストレートな気持ちを口にすることはない。

　確かに私は彼に惹かれている。

　すごく素敵だし、彼の前では自然体でいられて毎日がすごく楽しい。

　もしかするとそういう空気を彼が作ってくれているのかもしれない。

　だけどこれが永遠に続くものでもないことを知っている私は、惹かれていてもその気持ちにブレーキがかかってしまう。

　そしていつか訪れる別れに備えないといけないと思うのだけれど……。

　言葉とは裏腹で彼に甘えきっているのが現状。

　本当に矛盾だらけ。

　快適な住み心地と彼と過ごす時間が楽しくて気がつけば一ヶ月が経ってしまっていた。

　もちろん全く部屋探しをしていないわけではない。

　休憩時間を使ってスマホで部屋探しはしている。

　気に入った物件があればチェックも入れている。

　けれども内見申込みもしてなければ、仕事帰りに不動産屋に立ち寄ることもしていない。

　なぜ行動に移せないのか……。

　新一さんと離れるのが嫌なのだ。

　だけど新一さんと今以上の関係になれないこともわかってる。

　彼が私に好きとか愛してると言わないのはそういうこと。

　それでも出ていけと言われないことをいいことに私はここに居座っている。

　やっぱり早めに部屋を探さないとだめよね。






「麻紀、久しぶりじゃない」

　お昼休みに近くの公園にいると和子がやってきた。

「和子、久しぶり」

「秘書課は慣れた？」

　私を首を横に振った。

「まだまだ慣れないことばかりで日々勉強の毎日よ」

「なんか大変そう。ところで何みてるの？」

　和子がスマホを覗き込んだ。

「ん？　部屋探し」

「え？」

「な、なに？」

　和子が太い声で驚くから顔を上げると、かなり驚いた様子で私を見ていた。

「部屋探しって……ねえ、今どこに住んでるの？」

　――し、しまった。

　新一さんと一緒に暮らしていることは誰にも知られてはいけない。

「……学生時代の友達のところに居候？」

　咄嗟についた嘘。

「本当に？」

　疑いの眼差しに、罪の意識を感じる。

　だけど絶対に知られてはいけない。スキャンダルになる。

「本当よ。だから、いい加減部屋を探さないといけないんだけど、条件に合う物件がなかなかみつからなくて」

　と言いながらも実際は、それほど真剣に探していないのが現実。

「だったら私も探してあげる。ほら私も今新居を探しているじゃない？　だから結構詳しいのよ」

　逆にその方が踏ん切りがつくかもしれない。

「ありがとう」

「いいのよ。それよりさ～あれからアイツと会った？」

　和子が眉間に皺を寄せながら言った。

　アイツというのは真のことだ。

「会ってないよ」

「……ならよかった」

「なんかあった？」

　和子は大きく頷いた。

「麻紀たちのことが社内に知れ渡ってしまったんだけど、高須はまだ別れたわけじゃないとか、未練がましいことを言っているみたいなの。だから麻紀がタイミングよく秘書課に異動になってある意味よかったよ」

「……そうなんだ」

　未練ってなに？

　自分が蒔いた種なのに……今更何を言われたって二度と戻れない。

　もう私たちは終わったのだから。






　それから三日後のことだった。

　お昼休みをいつもの様に公園で過ごし、社に戻る途中だった。

「麻紀」

　聞き覚えのある声に足をとめる。

　それがだれだか私にはすぐにわかった。

「真……」

　真は私の体を上から下まで見ると、ほくそ笑んだ。

　こんな意地悪そうな顔を今まで見たことがない。

　まさか私と別れて人格変わった？　とは思いたくないが……。

　いや、浮気していたのは彼の方だ。

　こんな嫌味な顔をされる権利はない。

「元気そうだね」

「……」

　なんて返事をすればいいの？

　落ち込んでるって言って欲しいの？

「どんな手をつかったの？」

「え？」

「僕と別れたタイミングでいきなり秘書とかおかしいよね」

　確かにそう考えるのは妥当だ。

　でも私は頼んでなどいないい。

　新一さんが気を遣ってくれただけ。

「そうよね。秘書なんて経験ないものね。だけど、私も上司に言われるまで本当に知らなかった」

　だけど真は疑いの目を向けたままだ。

「確かに君にそんな権限はないね」

　見下したような目でせせら嗤っている。

「当たり前じゃない」

「でも新しい副社長には権限あるよね」

　真が一歩近づいてきた。

「今ちょっとした噂がたってるんだけど……知ってる？」

「な、なにが言いたいの？」

「麻紀と副社長がただならぬ関係じゃないかって噂」

「はあ？　何を言っているの？」

　露骨に嫌な反応を示してみたが、内心はドキッとしていた。

　私たちの関係は恋人ではない。

　でも恋人がする様なことはしていて、それでいて上司だ。

「だってそうだろ？　広報にいた君がどうして経験もない秘書に異動するんだ？　もしかして僕と別れる条件で副社長の愛人にでもなった？」

　人を見下す様な目、私に対する腹いせ？

　私は別れる時に敢えて本当のことは言わなかった。

　ただ「知っている」とだけ言った。

　それは最後の優しさだった。

　それなのに、なんなの？

　私の方から別れを切り出したことでプライドを傷つけられたと思ってるの？

　自分のやったことを棚に上げて……。

　もう許せない。

「わかった。私が何も知らないと思っているようだから説明してあげる。残業だって言って私の後輩と浮気してたのよね？」

「は、はあ？　そんなわけないだろ」

　否定しているが、顔は完全に引き攣っている。

「実は私見ちゃったの」

　こんな事本当は言うつもりなかったのに……。

「え？」

　真の表情が一気に強張った。

「ミーティングルームで、浮気している現場をこの目でね。残念なことに見ていたのは私だけじゃなかったの……副社長よ」

　真の顔が徐々に青くなっていくのがわかった。

「私がどうして秘書課に異動になったのかはわからない。もしかすると何らかの配慮があったかもしれない」

　真は私の目を逸らす様に下を向いたまま、焦っている様子だった。

　私は話を続けた。

「私は何を言われても平気。だけど副社長の品位を落とす様な噂だけはしないでください」

　私は踵を返すと、ちょうど開いたエレベーターに乗った。

　真は身動きができないのか、エントランスの真ん中で立ち尽くしていた。

　全てを話したらスッキリするかと思っていた。

　だけど実際はスッキリどころかもやもやしたままだった。

　真の言う様に経験のない私がいきなり秘書課に異動って違和感しかないよね。

　――私が副社長の評価を下げているのかな。

　これで一緒に住んでいることがみんなに知れたら……。

　考えただけで身震いしてしまった。。

　――これ以上、変な噂をたてられたら副社長に迷惑がかかる。やっぱり距離をおいたほうがいいのかな……。

　自問自答しながらエレベーターを降り、秘書室に入るとみんなが集まって話していた。

「お昼戻りました」

「あっ、加賀美さんちょっとちょっと」

　先輩の一人が手招きをした。

「なんですか？」

　するとまるでひそひそ話をする様に距離を縮めてきた。

「今、副社長室にお客様がみえてるんだけど、なんか聞いてる？」

「いえ、今日の来客予定はございませんが」

「やっぱりね～」

　先輩たちは顔を見合わせて大きく頷いている。

「誰かいらしてるんですか？」

「そう、それもとびっきりの美女よ、美女」

「……そうなんですか。あれ？　でも副社長はまだ戻られてないはずです。戻られるのは……二十分後ですが」

「うん、知ってる。課長がそう言っていたもの。でもその方副社長が戻られるまで待つって言って今副社長室にいるのよ」

「それじゃあ私お茶をお出し――」

　すると先輩の一人がさっとお茶の入ったお盆を私に差し出した。

「そう思ってね、用意しておいたの」

「あ、ありがとうございます」

　――準備早すぎ。そんなに気になる様なお客様なのだろうか……。

「実は噂なんだけど……」

「え？」

　ついさっき真から嫌な噂をきいたばかりだったから噂と聞いてビクッとしてしまった。

「加賀美さん？」

「すみません。なんでもないです」

「今みえている女性が副社長の婚約者じゃないかって噂があるのよ」

「婚約者？　ですか？」

　胸の奥で鈍い痛みを感じた。

　先輩たちは、私の知らない噂を色々と話してくれた。

　帰国して副社長に就任したのはとある大企業の御令嬢との縁談話があったからだとか、生まれた時から許嫁いいなずけがいたとか、恋人を待たせて海外にいたが、成果を上げたことで結婚を許され帰国したなど出てくる出てくる。

　しかもどの噂にも「結婚」とか「決まった女性」というワードが出てくるのだ。

　だけど副社長ほどの人ならどの噂も当てはまって当然の様な気がする。

　唯一ホッとしたのは真から聞いた噂が話題に出てこなかったことだ。

「とにかく加賀美さん、どんな人かチェックよろしく」

　なんか大役を引き受けてしまった感じだけど、私個人としては全く乗り気ではない。

　とはいっても私は下っ端で、副社長秘書だ。

「わ、わかりました」

　私は先輩たちの期待を背に副社長室へ向かった。

　――コンコン

「失礼します」

　ドアを開け一礼して副社長室にはいると、体のラインがくっきりとあらわれるような濃いめのベージュのニットワンピースに高級ブランドのハンドバッグ姿のスレンダー美女がソファで脚を組んで座っていた。

「お茶をお持ちいたしました」

「ありがとう。ねえ、新一はいつ戻ってくるの？」

「あと十分ほどで戻ってくる予定でございます」

「そう、じゃあ待つわ」

　本当に綺麗な人だ。

　顔は小さいし、ロングのストレートはツヤツヤ。

　大きな目に、ぽってりと下唇。そしてほのかに香るエキゾチックな香水の香り。

　私にないもの全てを持っている。

　みんなが噂したくなるような女性で、副社長とお似合いだ。

　もし先輩たちが言う様に、この方が副社長の大切な方と言うのなら早急に部屋探しをしないとダメだと焦りが出てきた。

「ところであなたが新一の秘書さん？」

「は、はい。加賀美と申します」

　女性は目線だけを私に向けた。

「加賀美さん、ごめんなさいね。アポ無しで来ちゃって。でも新一が悪いのよ。ぜんぜん相手をしてくれないんだから」

　なんか後ろめたい気持ちになる。

　相手をしていないのは私がいるせいだからと思ってしまったからだ。

「私はね――」

　女性が何かを話しかけたその時だった。

　ドアが開き、副社長が昼食から帰ってきた。

　目の前にいる女性を見て副社長はかなり驚いた様子で動きを止めた。

「茜あかね……」

「もうー新一、遅いわよ。どれだけ私を待たせる気？」

　――やっぱり副社長と茜さんという方はお知り合いで、名前を呼び合う間柄なんだ。

「待たせるって……何しにきたんだよ」

　いつも冷静で物静かな副社長だが、私にも見せたことのない慌てぶり。

「何って……いろいろよ。ねえ加賀美さん？」

「は、はい」

「悪いけど一時間ほど新一を借りていいかしら」

「……はい」

　急ぎの仕事もなく、今日は珍しくデスクワークの副社長。

「加賀美君、ちょっと外出するから何かあればメールをくれ」

「かしこまりました」

　一礼すると、茜さんが立ち上がった。

　その姿は本当にモデルの様だった。

　茜さんは副社長の腕に自分の腕を組ませ体を密着させた。

　――やっぱり茜さんは新一さんにとって特別な人なのかな。

「じゃあ行きましょう」

「この腕はやめろよ」

「いいじゃない。待たせた罰よ」

　二人の自然なやりとりとは裏腹に胸はズキズキと痛みだしていた。

「いってらっしゃいませ」

　ドアが閉まる音を確認すると、私は体を起こした。

　湯呑みを片付けてテーブルを拭いていると、茜さんの香水の匂いがまだこの部屋に残っているのかエキゾチックな香りがフワッと鼻についた。

　――あの二人本当にお似合いだった。今からどこに行くんだろう。

　頭の中はあの二人のことでいっぱいで、自然とため息を吐いていた。

　秘書室に戻ると案の定、先輩たちが私の帰りを待ってましたとばかりに取り囲んだ。

「どうだった？」

「はっきりとは言えませんが、とてもフランクにお話しされてました」

　するとみんなが口を揃えて「やっぱり」と言った。

　私も先輩方と同じ意見だった。

　私の目にもあの二人は、特別な関係に見えた。

「で？　今お二人は？」

「大事なお話がある様で、外出されました」

　みんないろいろと気になるらしいが、仕事に戻った。

　私はメールのチェックをしながらこれからのことを考えていた。

　茜さんが私の存在を知ったらそれこそ私はこの会社にいられなくなるし、副社長の立場が悪くなるのだけは嫌だ。

　そう思ったら一ヶ月もあのマンションでぬくぬくと生活している自分がすごく恥ずかしかった。

　そもそも私は副社長の特別でもなんでもない。

　二人のことを思えば部屋を出ていかなくてはならない。

　幸い明日は土曜日。

　何とか明日中に部屋を探して即契約。

　間取りがどうの、家賃がどうのこうの言っている場合ではないのだ。

　でもかえってよかったのかもしれない。

　こういうことでもない限り私はきっとあの部屋を出られなかったのだから。

















４　黒縁メガネの君












「ねえ、私わかっちゃった～」

　茜がニヤリと口角を上げながら見上げた。

「何がだよ」

「あの子でしょ。新一の好きな子」

　アポ無しでいきなり会社に来たかと思えば冷やかしに来るとは……。

　俺の横でニヤニヤしている女性は枝野えだの茜。

　俺の母親の妹の子供。俺のいとこだ。

　美容関係の会社を経営しているらしい。

　俺が海外にいる間に会社を起こしたらしく、詳しくはわかっていない。

「……なんでわかったんだよ」

「そんなの新一の目を見ればわかるわよ。私の直感をなめないでよね」

　見た目はわがままなお嬢様という感じだが、口を開くと顔に似合わずおしゃべりだ。

　多くの男たちが見た目に騙されている。

　実家同士が近所で、小さい頃はよく行き来し、なんでも話せる兄妹のような関係だった。

「はいはい。それで今日はどんな用件で？」

「はいこれ」

　それは結婚式の招待状だった。

「お前、結婚するのか？」

「そうよ」

「聞いてない」

「教えてないから」

「なんで？」

　漫才のようなやりとりに聞こえるかもしれないが、俺は至って真剣だ。

「帰国しても私の電話やメールを無視していた罰よ」

　小さなころからおてんばで、結婚に一番遠いタイプに思えたのだが、まさか結婚するとは……。

「無視していたわけじゃない。帰国したらいきなり副社長だぞ？」

「もしかして知らずに帰国？」

　黙って頷くと、茜はケラケラ笑い出した。

「おじさんのやりそうなことよね」

「まあ、そういうことでバタバタしていたんだよ」

　だが茜は信じていないのか口を尖らせた。

「なんだよ」

「とかなんとか言って本当は彼女のことで頭がいっぱいだったんじゃないの？」

　――す、するどい。さすがだ。

「俺のことはいい。茜の相手はどんな相手だ」

　こんなじゃじゃ馬娘、相当心が広くなければ嫁にもらおうなんて思わないだろう。

「彼？　すごくやさしくて、私を一番に考えてくれる人。やっぱり私は愛するよりも愛されている方が幸せよ。ってそれはもういいの。私は十分幸せだから……で？　何年前だっけ」

「……四年前」

　茜は大きなため息をついた。

「私は出会って一年でゴールイン。新一は今だに片思い……それって大丈夫なの？」

　そうなのだ。

　俺は四年もの間彼女……麻紀に片思いをしている。






　四年前、俺は今の会社ではなく大手の文具メーカーで営業の仕事をしていた。

　簡単にいうと修行だ。

　社長の息子というのは、周りからあまりいいイメージを持たれない。

　親の七光りだとか、ボンボンなんて言い方もある。

　今までなんの不自由もなくぬくぬくと育って、社長の息子枠で入社。

　世間のイメージってこんなもんだと思っている。

　だから俺はあえてこの会社に入らなかった。

　もちろんいずれは父の会社にとは思っていたが、それはまだ先の話だと思っていた。

　ところが、父の会社の業績が下がって父親から助けて欲しいと頼まれた。

　会社にいる時だけは津島つしま姓を名乗らないという条件で、母親の旧姓である「駒村こまむら」を使い、中途採用で入社した。

　もちろん社長の息子枠ではなく、普通に試験を受けて採用された。

　配属された部署は営業部だった。

　父親から営業成績が悪いということを聞いていたから、とにかく頑張った。

　地道だが、おいてくれそうな店舗を回って契約を取り付けた。

　だが中途採用で営業成績を上げた俺を周りはあまりよく思っていなかった。

　おまけに俺は前の会社で女性たちからのしつこいアプローチにうんざりしていたから、この会社では黒縁メガネをかけ、根暗な男を演じていた。

　でも案外楽しかった。

　女性にも声をかけられることはなくなったし、みんな俺に無関心。

　だが相変わらず自分に対する風当たりは強かった。






　そんなある日だった。

　お昼休み前に、同じ部署の二つほど年上の男が、

「中途採用のくせに」

　と舌打ちをした。

　別に何を言ってもいい。

　だけど八つ当たりされるのは心外だった。

　中途採用だからなんなんだ？　新入社員で入社しなきゃ社員じゃないのか？

　あんな奴らが社員だってことに正直失望さえ感じた。

　イライラは日々募るばかり。

　何度自分の正体を明かそうかと思ったことか……。

　だから、昼休みはいつも一人になりたくて公園で過ごしていた。

　ベンチに座って噛みちぎるようにサンドイッチを食べる。

「営業成績落ちるわけだ……」

　だったら旧姓を使わず堂々と津島新一として入社するべきだった。

　今の自分の無力さにため息しか出なかった。

　その時だった。

　目の前にチョコレートがある。

　顔を上げると女性が俺にチョコレートを差し出していたのだ。

　女性は、目がクリッとした可愛らしい女性だった。

「これは……」

「食べませんか？」

　見ず知らずの女性からいきなりチョコ食べませんかと言われて驚かない奴はいないだろう。

「え？　……」

「疲れている時は甘いものに限ります。だって美味しいと思った瞬間って嫌なことや辛いことを一瞬だけど吹き飛ばしてくれるじゃないですか」

　目から鱗というか、彼女の言葉に俺は口元が緩んでいた。

「あっ、笑いましたね。せっかくなんでいかがですか？」

　俺は彼女の手からチョコを受け取ると、包み紙を外して口の中に放り込んだ。

　甘いミルク味のチョコレートだった。

　彼女のいう通り口の中に甘さが広がり、暗い気分も晴れていくようだった。

　確かに一瞬だけど、俺には最高の癒しになった。

「どうですか？」

「確かに君のいう通りだ。これからはチョコを持参しないとね」

「お役に立ててよかったです。では」

　そう言って彼女は帰っていった。

　――あっ、お礼を言うのを忘れた……名前も。

　だけど、彼女との再会に時間はかからなかった。

「あっ」

「あっ！」

　なんと次の日に会えたのだ。

「昨日はどうもありがとう」

「いえ、お礼を言われるようなことはしてないです」

「そんなことないよ。あのチョコのおかげで午後からの仕事が捗はかどった」

　実際は捗ったというより、イラッとくることがあってもチョコの味を思い出すことで平常心でいられた。

「あんなことで良ければいつでも言ってください。ちなみに今日はナッツの入ったチョコがあるんですがいかがですか？」

　彼女とはそれからよくこの公園で会うようになった。

　特に会う約束もしていなかったし、お昼以外で会うことはなかった。

　しかも何度も会っているのにお互い名前を聞くタイミングを逃してしまい、名前は知らないままだった。

　そんなある日のお昼に彼女がベンチに腰掛けていたので声をかけようとしたら、ハンカチで涙を拭っていたのだ。

　――もしかして泣いている？

　こんな時どうしたらいいのか悩んでいると、彼女が俺に気づいた。

「あっ……ごめんなさい」

　彼女は慌てて涙を拭っていたハンカチをバッグにしまった。

「隣座っていい？」

「あっ……はい」

「何かあった？　いや、話したくなきゃ話さなくていい。ただいつも俺の話に付き合ってくれているから……」

　彼女は入社二年目の社員だった。

「大きなミスをしたんです。しかも初歩的なミス。多くの人に迷惑をかけてしまって……やっぱり今の仕事は向いてないんじゃないかなって……。こんな自分がすごく嫌なんです」

　真面目故に自分の不甲斐なさに苛立っていたのだろう。

　自分のミスに対し、言い訳をするわけでもなく真摯に向き合う姿に俺は不覚にもドキドキしていた。

　俺にチョコを渡すような子だから、きっと誰にでも気を遣う優しい子なんだと思っていたけど、それは間違いなかった。

　今にも泣きそうな勢いで悔しさを滲ませているその姿を可愛いと思って見ていた。

「失敗なんて誰にでもある。逆に失敗しないやつなんていないよ。今回のことをプラスにかえればいいことだろ？　今の仕事が向いているか向いていないかなんてすぐに答えなんかでない。俺だって今の仕事が向いているかと言えば……わからないよ」

「そうなんですか？」

　まだ目に涙が溜まっていたが、彼女の目はきらきらしていた。

「ああ、俺だって毎日いろんなことがあって模索しながら仕事をしているよ。辞めたいって思ったことも何度だってある」

「そうなんだ……」

「そう。だけど俺は君からもらったチョコで救われたんだ」

「え？」

　その驚いた表情も愛おしく感じてしまう。

「だから今日は俺のチョコをあげるよ」

「え？」

　予想もしていなかったのだろう。

　彼女は驚きながら、俺を見ていた。

　俺はコンビニの袋からチョコを取り出した。

　ランチバッグからチョコを取り出す彼女と違い、ちょっとダサいけどね。

　彼女はいつも個包装のチョコを俺に手渡してくれるが、俺の場合は違う。

　ナッツの入ったチョコが簡単な紙の容器に詰められたものだ。

　ビニールを剥がし点線に沿うようにベリベリとあけると楕円形のチョコを一つ取る。

　チラリと彼女をみるとなんだか嬉しそうで、でもちょっと照れ臭そうな表情に俺は胸がドキドキして、今まで感じたことのない甘い痛みも感じていた。

　でも不思議なことにその痛みに苦痛はなく、逆に嬉しさや、切なさ、愛おしさを感じていた。

　それが恋だと知ったのは、彼女にチョコをあげた時だった。

　本当は彼女の手にチョコを乗せるつもりだった。

　だけど俺は……。

「はい、あーんして」

「え？」

「すごく元気になるおまじないだ。ほらあーんして」

　彼女は周りの目を気にながらも、チョコがちょうど入る大きさの口をあけた。

　俺は彼女の口にチョコを入れた。

　微かに彼女の唇が指に触れた。

　彼女はそのことを気にする素振りもなく、ゆっくりとチョコを味わっているようだ。

　口いっぱいに甘さが広がったのだろう。彼女の顔がみるみるうちに笑顔になる。

「おいしいです」

　彼女の笑顔に、自分も笑顔になる。

　しばらく会話を楽しんでいたのだが、突然着信音が流れてきた。

　俺のスマホからだった。

「すまない」

　そういってスマホを取り出す。

　それは社長である父からだった。

　大事な話があるから社長室に来るようにとのことだった。

「どうしましたか？」

「いや、ちょっと呼び出しがあってもう行かなきゃいけないんだ」

「そうですか……あの、チョコありがとうございました。元気になりました」

　彼女は小さくガッツポーズを見せた。

「それはよかった。あのさ……今度……お昼以外で会えないかな？　夕飯とか」

　彼女は驚いていたが、頬がほんのり赤くなっていた。

「いや、無理にとは言わな――」

「ぜ、ぜひ」

「本当？　じゃあ――」

　手帳を取り出そうとすると、今度は社長の秘書から催促のメールがきた。

《すみません。社長はこの後予定がございますので至急社長室にお越しください》

「どうかされました？」

「すまない。早く来いってうるさくて……じゃあ、次ここで会った時に決めよう」

「はい」

「じゃあ、行くね」

「はい」

　後ろ髪を引かれる思いでその場から立ち去ろうとした俺だったが、手に持っていたコンビニの袋を見て足を止めた。

「これ、君にあげる」

　彼女にチョコの入ったコンビニの袋を手渡した。

「でも……」

「食べる時は俺のこと思い出して」

　そして彼女の肩をぽんと叩いて社長室へと向かった。









「俺がフランス？」

　社長からフランス行きを命じられたのだ。

　あまりの急展開に社長の前で俺と言ってしまうほど驚いた。

「そうだ。日本で未発表の商品を探してきてくれ。時計やステーショナリーだ。最低三年は帰ってくるな。新一が短期間で営業成績を上げてきたことはお前の上司から聞いている。それを見込んで、我が社の売りとなるアイテムを見つけてきて欲しいんだ」

　社長が俺を認めてくれていると知って正直悪い気はしない。

　だけどなぜフランスなんだ？

「実はフランスに事務所を置くことになったんだ。目的はさっき言ったように、日本未発売商品の開拓のためだ」

　そもそもフランスに事務所ができることすら聞いていなかった。

「で？　その事務所には俺の他に誰か行くの？」

「いや、お前一人だ」

「え？」

　驚く俺を無視するように社長は話を続けた。

「現地スタッフが二人。新一は英語とフランス語は喋れるだろ？」

　俺を無視して勝手に決められていることに唖然としていた。

　だけど、悔しいかなわくわくしている。

「で？　俺はいつからいけばいい？」

　すると秘書が航空券を俺に差し出したのだが、その日付を見てさらに驚いた。

　出発はなんと四日後。

「早いな……」

　引っ越しの準備はいつするんだよ住むところだって……。

「向こうのスタッフに頼んで、お前の住む部屋はもう確保してある。極端な言い方をすれば手ぶらで行っても構わない」

　俺の考えていることがお見通しなのかほしい答えがすぐに返ってくる。

　結局のところ早く行けってことだ。

「わかりました。必ず成果をあげます」

「期待している。頑張ってくれ」

　社長は昔からこういう人だった。

　この会社に戻ってこいと言われた時もいきなりだったし、今のように海外に行けと言われたのも突然だ。

　だけど、海外で仕事ができるのは俺にとって大きなチャンスだ。

　ところが俺は新しい仕事のことに気を取られ、肝心なことを忘れていたのだ。

　しかもそのことに気づいたのはなんとフランスに発つ二日前だった。

　明日は渡航準備のため一日休みをもらったが、周りの空気はいつもに増してピリピリしていた。

　中途採用の社員が突然海外赴任なんて面白くないのだろう。

　だけど今は人のことなどどうでもよかった。

　そんなことよりも今は日本を発つ前になんとしても彼女に会いたいと思った。

　そして彼女に自分の気持ちを伝えたかった。

　だけどいきなり好きだと告白して、次の日に海外に行くって言ったらどんな反応をするだろう。

　いやそれ以前に彼女が俺のことをなんとも思ってないってこともある。

　正直自信はない。

　そもそも彼女はフリーじゃないかもしれない。

　名前だって知らない。

　俺のしようとしていることはとんだチャレンジだ。

　少し遅くなったがお昼休みに行こうと、エレベーターに乗り込もうとした時だった。

　――あれ？

　俺はエレベーターに乗るのを見送った。

　彼女らしき人をみかけたからだ。

　しかも男性と一緒だった。

　というか同じ会社だって今頃気づく自分も相当バカだ。

　でも一緒にいる男は誰だ？

　気になってしまった俺は彼らの様子をつい見てしまった。

　すると男性が、彼女に告白していた。

「加賀美さん、好きなんだ。付き合って欲しい」

　皮肉なものだ。

　まさか男性の口から彼女の苗字を知るなんて……。

　ってそういうことじゃなくて、先を越されたってことにショックを受けていた。

　なんというタイミングの悪さ。

　いや、もしかすると俺は彼女に告白する資格がないのかもしれない。

　明後日には日本を発つ。

　もし両思いだとしても遠距離すぎる。

　いやいや、そうじゃない……俺は焦っている。

　もし彼女がこの男性の告白を受け入れたら何もしていないのに失恋確定だ。

　ところが、

「ごめんなさい。私好きな人いるの」

　――え？　好きな人いるんだ。

　もうこの時点で失恋確定だった。

「そ、そうなんだ。もしかしてその人と付き合ってるとか？」

「ううん。私の片想い。だからごめんなさい」

「だったら僕は加賀美さんのこと諦めない」

　男性は彼女に振られても諦める様子はなかった。

　そして俺は告白する前に失恋。

　まさか彼女に好きな人がいるなんて……。

　あの男性のように彼女の気持ちを振り向かせたい気持ちでいっぱいだが、俺には時間がない。

　結局俺は後ろ髪をひかれる思いでフランスへ旅立った。

　社運がかかっていることもあり、俺は必死だった。

　まずはフランスで日本未発表の商品を見つけては、我が社での専属販売契約を結んだ。

　その後はヨーロッパを巡り多くの契約を成功させた。

　その中で一番大きな売り上げを上げたのは、インクだった。

　万年筆の売り上げを復活させる目的で目をつけたのが海外のインク。

　今は青ひとつにしてもいろんな青がある。

　そこである工房と専属契約を結ぶことができた。

　この工房は老舗ではないものの、数百色のインクを作っている。

　パッケージも凝ったデザインで価格もリーズナブル。

　これが店に並ぶと思うとワクワクした。

　この工房ではガラスペンも扱っていた。

　一つ一つ手作りでどれひとつ同じものがなく、世界に一つしかないと言ってもいい。

　すると工房の人から紙製品を扱っている工房を紹介してもらった。

　エンボス加工のおしゃれなレターセットや、手触りのいい紙製品を作っていた。

　もちろんインクとの相性も抜群だ。

　ただ大量生産ができない分、販売は直営店や、古くから付き合いのあるショップに限定した。

　だが、これが驚くほど話題になり、我が社の業績は回復。

　やがてこれらの工房とは別の工房を見つけてこいと再び社長命令。

　いくつかの企業と契約し、大手のバラエティーショップで展開すると爆発的に売れた。

　四年後。

　社長から突然の帰国命令。

　俺の代わりに別の社員二人がフランス支社に異動。

　慌ただしく引き継ぎを終えて帰国してみると、待っていたのは副社長という地位だった。

　名前は母の旧姓から本名である津島新一に戻された。

　正式な発表は三日後ということで、俺が副社長に就任することはまだ誰も知らない。

　以前はしていた伊達メガネも外した。

　そして人生で初めて秘書がついた。

　ところが、俺の顔ばっかり見て全く仕事に集中してくれない。

　そのため何人も交代したが、みんな同じ態度。

　ということで男性の秘書がつくことになった。

　すると正式な発表当日に広報から早速インタビューの依頼が入った。

　これも仕事の一つだと受けてみたものの、帰国してすぐな上、何もわかっていない状況であれこれ質問されるのは苦痛だった。

　一時間ほどでインタビューが終わり、しばらく副社長室で河合課長と打ち合わせをした。

　その後一人になった俺は各階の様子を見に行くことにした。

　真っ暗な食堂から下の階へ移動し、営業部、総務部、広報部、販売部と順番にまわった。

　ほとんどの部署は残業をしている人がいないからほぼ真っ暗。

　なのでこのまま帰宅しようと思っていた時だった。

　誰かが部屋の入り口で立っていた。

　何をやっているのかと声をかけようと思ったが、近づくと女性の様子がおかしいことに気付く。

　後ろからそっと近づくと、なんだか真っ暗な部屋から声が聞こえてきた。

　そして女性の背中から感じるただならぬ空気。

　まさかと思ったが、そのまさかは当たっていた。

　ミーティングルームの中で男女の荒い息遣いと淫らな声。

　なんと終業後の会社でセックスしていたのだ。

　会社の中というありえない場所が二人の行為に拍車をかけているのだろう。

　女性の表情からすると、ドアの向こうにいるのは恐らく、知り合いもしくは恋人。

　彼の浮気現場をしかも職場で見てしまった衝撃ははかりしれない。

　そんな彼女が引き戸の取っ手に手をかけたのを見てやばいと思い、咄嗟に彼女の手を掴んだ。

　こんなところで彼女がドアを開けたらどんな修羅場が待っているか容易に想像できたからだ。

　だが驚きながらこっちを振り返った彼女の顔を見て自分の目を疑った。

　それは四年前、公園でチョコをくれたあの女性だったからだ。

　好きだと気づいたと同時に海外赴任が決まり、食事に行く約束はおろか、告白もできぬまま失恋した。

　名前も本人から直接聞いたわけではなく、告白現場を目撃して彼女の名前を知ったぐらいだ。

　そんな彼女とまさか彼氏の浮気現場で再会するとは……。

　声を出さないように移動しようと、すぐ後ろの備品室を指さした。

　もちろん俺はすぐに彼女のことがわかったが、彼女の方は初めて見るような目で俺を見ていた。

　だが無理もない。

　彼女と公園で会っていた時は黒縁メガネをかけて、髪の毛も今のように綺麗に整っていなかった。

　それに今の彼女の頭の中は部屋の中の男女のことでいっぱいだからだ。

　黙って資材室の奥へと移動したものの、彼女になんと声をかけようか悩んだ。

「覗きが趣味なの？」

　できるだけ彼女が涙を流さないようにさせたくて出た言葉だった。

　彼女は目を見開き全力で否定した。

　少し落ち着いたところで話を聞くと、やはり部屋の向こうにいたのは彼女の彼氏だった。

　彼女にしてみれば、こんな屈辱を受けるとは思ってもいなかったのだろう。

　彼女の目から大粒の涙がこぼれ落ち、今にも声を出して泣き出しそうだった。

　俺はポケットからハンカチタオルを取り、それを彼女に差し出した。

「これなら結構な涙も吸い取ってくれるよ」

　今の俺にできることは彼女の痛みを少しでも和らげることだった。

　それにしてもあの男性はいったい誰だったのだろう。

　四年前に彼女に告白した男性なのか、もしくは彼女が好きだと言っていた男性だったのか、それとも全くの別人か……。

　どちらにしても彼女をここまで苦しませるような奴が許せなかった。

　だが、自分にできることには限度があった。

　彼女は俺のことを覚えていないようだし、警戒心も感じていた。

　そんな彼女が漏らした言葉は

「私はどうしたら……」

　だった。

　頭の中が混乱している状態でこれからのことを考えるのは誰だって難しい。

　だけどこのままだと彼女はずっと悲しみのどん底を彷徨うことになると思った。

　だから敢えて彼女の気持ちを少しでも別の方に向けさせる必要があった。

「だったら、君も彼と同じことしたら？」

　もちろん本気で言ったわけじゃない。

　それにこんなことを言ったところで彼女が頷くはずはないとわかっていたからだ。

「きっとその方が楽なんだろうって思うんですが、私は不器用な人間だからそういうことできないんです。ごめんなさい」

　彼女の本質は四年前と変わっていなかった。

　彼女にとってはとても苦しく、逃げ出したい気持ちでいっぱいなのだろうけど、俺はどんな形であっても彼女と再会できたことに運命を感じた。

　ただ、今自分の素性を明かせばきっと驚いて逃げてしまうかもしれない。

　それだけは嫌だった。

　なんとしても四年前の約束を果たしたい。

　今の俺なら彼女を悲しませることなんか絶対ない。

「だったらこれを受け取って」

　俺は手帳の中の付箋に電話番号だけを書くと彼女にさしだした。

「手帳とかスマホにでも貼っておいてよ。もし俺が必要になったらいつでも連絡をくれ」

　その数日後、彼女は男と別れて俺を頼ってくれた。






　そして現在に至るわけだが……。

　四年前の黒縁メガネの男が自分だと言おうと思ったが彼女への想いが強く、そのことを言う前に彼女を抱いてしまった。

　新しい部屋が見つかっていないと知った俺はそれをいいことに半無理やり彼女を自分の部屋へ連れていき、そのまま一緒に暮らすことになった。

　もちろん彼女は戸惑っていたが、新しい部屋が見つかるまでと言う条件をつけたら首を縦に振ってくれた。

　だがいまだに彼女は俺と過去に会っていたことに気づいていない。

　しかも俺が副社長だということに反応しているようで、なかなか本当のことを話すタイミングが掴めないのだ。






「早く彼女を捕まえないとまずいんじゃないの？」

「なんで？」

　まさか茜は何か知らせるために俺に会いにきた？

「うん……先日招待状を届けにおじさんのところに行ったら、新一の結婚もどうにかしないといかんなって言ってたの」

「親父が？」

「うん。おじさんって思い立ったら即行動でしょ？　新一がお相手を紹介すれば反対するような人じゃないけど、その前に縁談話を持ってきたら……」

　茜が心配する気持ちはよくわかる。

　父親の決めたことは基本絶対だ。

　ただ自分で決めたことに対しては理解を示してくれるが、タイミングにもよる。






「私は彼女いい子だと思うよ。でも黙ってても進展はしないわよ。ここは副社長の新一ががバシッと言わないとダメよ」

「わかった。ありがとう」

「もし新一がうまくいったら彼女さんの分の席も用意するから一緒に結婚式に出席してよ」

「ああ」

　そのあとは茜の惚気話に付き合わされた。

　一時間半後に社に戻ると、フランスにいる社員からオンラインで打ち合わせをしたいとの連絡がはいった。

　帰国しても自分のいた部署の様子を見たかった俺は、アドバイザー的な存在で、週一回オンラインミーティングを行っている。

　今回は新たなアイテムをいくつか見つけてきたらしく、うちで取り扱うかどうかを話し合っていた。

　帰宅した頃には夜の九時を過ぎていた。

　今日の晩御飯はなんだろうと思いながらドアを開けた時、俺の目に飛び込んできたのはスーツケースを持って家を出ようとする麻紀の姿だった。

















５　四年越しの真実












　早く行かなきゃ。

　私は仕事を終えると急いで帰宅してスーツケースの中に荷物を押し込んだ。

　気持ちはすごく焦っていた。

　罪悪感から逃げ出したいという気持ちなのだろうか……。

　いや、自分のしていることは真と城田さんのしていたこととなんら変わりないと思ったからだ。

　もちろん新一さんを責めるつもりは毛頭ない。

　だって特別な人がいるのかを確認しようと思えば聞けたはず。

　いや、そもそもどう見たってイケメン副社長がフリーなわけないじゃない。

　勝手にフリーだと思い込んでいた自分が馬鹿すぎる。

　心を傷つけられ、その苦しみを自分が一番知っていたはずなのに、自分が誰かを傷つける立場になっていたことが一番腹が立つ。

　短期間とはいえここにいてはいけなかった。

　やっぱり彼に電話なんかしてはいけなかった。

　そしたら好きだという気持ちは封印できたし、私が秘書になる必要もなかった。

　変な噂をたてられて副社長の品位を下げることもなかっただろうし……。

　どれもこれも全部自分の弱さが招いたこと。

　そもそも私が彼に惹かれたのは好きだった人に雰囲気が似ていたからだ。






　名前も知らない人。

　私が人生で初めて声をかけ、チョコをあげたあの人。

　どこで働いていたのかも知らない。

　その程度の知り合いだったけど、彼といると自然体でいられた。

　次第にお昼が来るのを楽しみにしている自分に気づく。

　空いているベンチがないかを探すよりも彼の姿を探していた。

　恋愛ビギナーの私はそれが恋だということになかなか気づけなかった。

　そんな私の気持ちに大きな変化が表れたのは彼と出会って一ヶ月ほど経った頃だった。

　私は仕事で大きなミスをしてしまい、上司からすごく怒られた。

　自社製品が雑誌に載ったのだが、価格が間違っていたのだ。

　先輩も一緒に謝ってくれたが、確認を怠った自分に責任がある。

　初歩的なミスで多くの人に迷惑をかけることになった私は今までにないほど落ち込んでいた。

　もともと社交的ではないし、真面目な性格で、人前で冗談を言うこともない。

　そんな私が会社の顔ともいうべき広報担当に配属された時点で、人選ミスだと思っていたほどだった。

　それでもなんとか頑張ってきたけど、心のどこかで仕方なくやっていたのかもしれない。

　やっぱり私はこの仕事に向いていないのかもしれない。

　自分の希望で異動が通るわけではないし、先輩たちにもこれ以上迷惑はかけられない。今が辞めるタイミングなのかもしれない。

　そんなことを思いながら少し遅いお昼休みに入った。

　いつもの様に公園に行くと、視界に彼の姿が入った。

　でもそのときの私はとても彼と話をする気持ちになれなくて、いつもと違うベンチに座った。

　お弁当箱を開けてみたものの食べる気になれず、そのまま蓋をしてバッグにしまうとため息ばかり吐きながら下を向いていた。

　そんなとき彼が私の前に現れた。

　こんな自分を見られたくなくて場所を変えたのにと思いながら挨拶すると、彼が隣に座って話を聞かせてくれと言った。

　本当はなんでもないと言おうとしていたのに、ミスをしたこと、人に迷惑ばかりかけて、自分にはこの仕事が向いていないんじゃないかって思っていたことを口に出していた。

　はっきり言って八つ当たりのような感じだった。

　だから言葉に出したことをすごく後悔した。

　だけど彼は、

「失敗なんて誰にでもある。逆に失敗しないやつなんていないよ。今回のことをプラスにかえればいいことだろ？　今の仕事が向いているか向いていないかなんてすぐに答えなんかでない。俺だって今の仕事が向いているかと言えば……わからないよ」

　私の言葉を否定するわけでもなく肯定するわけでもなく、適切な言葉を返してくれた。

　確かに彼の言う通りだ。

　向いている向いていないの基準を一度の失敗で判断するのは違うような気がする。

　パーフェクトな人間なんてこの世にいないのも確かだった。

　正論を言われて、肩の力がスッと抜けるような感じがした。

　きっと私は初めての大きなミスにテンパっていたのだろう。

　そんな私に彼はチョコを手渡そうとしてくれた。

　だけど彼の方が一枚上手だった。

　手から受け取るのではなく、口に入れると言った。

　最初は周りの目もあって躊躇したが、彼に見つめられるとノーと言えなかった。

　彼が「あ～んして」とチョコを私の口に運んだとき唇に彼の手が一瞬触れた。

　その瞬間、胸がドキドキしてチョコの甘さもわからないほどだった。

　別れ際に彼から食事に誘われた私は間髪入れずに「はい」と答えていた。

　だが彼は急な呼び出しで会社に戻ることに。

　なのでいつ食事に行くかは次に会うときに……となった。

　彼の素性は何も知らないけど、どうでもよかった。

　だってそんなの次に会った時に聞けばいいのだから。

　それよりも彼と公園以外で会えることの方が嬉しかったと同時に私は彼のことが好きなんだって気づいた。

　ところが翌日から彼の姿は公園にはなかった。

　私はいつでも会えるようにと、その日も次の日もお昼になると公園のベンチで彼を待った。

　だけど彼とは会えずじまいだった。

「は～あ……」

　私は公園のベンチで大きなため息を吐いた。

　好きだと自覚した途端、会えないことがこんなにも苦しくなるなんて思いもしなかった。

　こんなことになるのなら彼の名前だけでも知っておくべきだったと後悔した。

　そして翌日、今日こそは彼に会いたいと思いながら公園に行こうとした時だった。

「加賀美さん」

　真に呼び止められ告白された。

　黒縁メガネのあの人がいるかもしれないと気持ちは焦るばかり。

　もちろん真からの告白を受けることはなかったし、好きな人がいるときっぱり断った。

　それからすぐに公園へ向かったがやっぱり彼の姿を見ることはなかった。

　もしかして彼に何かあったんじゃないかと心配になった。

　だけど彼のことを何も知らなかった私にはそのことを調べる術などなく、時間だけが無駄に過ぎて、次第に私の気持ちも変化した。

　あの公園で会えないことが、彼の答えだったのかもしれないと思うようになっていた。

　結局猛アタックしてきた真に根負けする形で付き合うことになったんだけど……。

　会社で浮気現場を見た時、後ろから聞こえてきた副社長の声にドキッとした。

　あの人の声に似ていたからだ。

　顔は似ているようにも見えたけど四年の月日は長く、彼の顔は黒縁メガネの印象しか残っていなかった。

　だけど確かに声は似ていた。

　今思えば副社長がどことなく彼に似ていたから電話をしたのかもしれない。

　私が落ち込んでいる時に声をかけてくれたように、新一さんに黒縁メガネの男性を重ねていたのだ。

　本当に私は馬鹿だ。

　新一さんが私の好きだった人なはずはないのに……。

　もっと早く気づくべきだった。

　そしたら新一さんを好きにならずにすんだのに……。

　荷造りを済ますと彼が帰ってくる前に部屋を出ようとしたその時だった。

　新一さんが帰ってきたのだ。

「何をしているんだ？」

　彼の驚く声にスーツケースを持つ手に力が入った。

「あの……急ですみません。新しい部屋が見つかったんです」

　だが彼は後ろ手でドアを閉めると鍵をかけた。

　そして靴を脱ぎ部屋に上がると私の手を掴んだ。

「話がある」

　その声はひどく低く、怒っているようだった。

　私をソファに座らせると向かい合うように彼が座った。

「新しい部屋が決まったと言うのは本当なのか？」

「本当です」

　もちろん嘘です。

　だけどそうでも言わないと、この部屋を出ていけない。

「ふ～ん。それでどの辺に部屋を借りたんだ？」

　疑いの眼差しを向けられ思わず目を逸らした。

「会社から電車で二駅目です。」

「間取りは？」

「ワンルームです」

　更に家賃はいくらで、家から一番近いコンビニはどこなのかと……。

　新一さんからの矢継ぎ早の質問に私の声も徐々に小さくなっていた。

「でもなんで今なんだ？　確かに部屋が見つかるまでとは言ったが、さっきの君はまるで逃げるようだったが？」

「それは……ご迷惑をおかけしたくなかったんで――」

「何が迷惑なんだ。黙って俺の前から姿を消す方が迷惑だ」

　声を荒げる新一さんの声にたじろいでしまう。

「そ、それは……」

　決まった相手がいるから、ここにはいられないと言いたいけど、口に出すのも苦しくて、言葉がフェードアウトしてしまう。

「それは？」

　彼が問いかける。

「好きな人ができて……副社長と一緒に住んでいるって知られたくないからです」

「嘘だ」

　鋭い眼差しが私の嘘をすぐに見破る。

「嘘じゃありません」

「じゃあ名前を教えろ」

　私が何か言えばすぐに質問されたり否定される。

　その度に胸が痛くなる。

　なんで茜さんのことを私に打ち明けないの？

　心がそう叫んでいた。

　でもそのことを口に出せば好きだと言っているようなものだ。

　それに私が好きだと言えば迷惑をかけてしまう。

　だから言わないように抑えているのに新一さんは私の気持ちを聞き出そうとする。

「地元の同級生です」

　思いつきで出た言葉も「その同級生の名前は？」とすぐに質問をする。

　私が必死に逃げようとしても彼はすぐに追いかけてくる。

　なんで？　なんでこうなるの？

　茜さんという人がいるのになんで私をそばに置こうとするの？

　茜さんがこのことを知ったらどうするの？

　そもそも茜さんの立場は少し前の私と同じじゃない。

　それなのに……。

　なんで新一さんはあの時私に電話番号を教えたの？

　なんであんなに私を抱いたの？

　頭が混乱して何を話せばいいのかわからなくなる。

　やっぱりここにいちゃいけない。

　ここにいたら自分の気持ちを彼に押し付けてしまう。

　困るのは誰でもない新一さんなのだから。

「とにかくそういうことなので、お世話になりました。この御恩は仕事でお返し致します」

　立ち上がって一礼をするが、彼も立ち上がって再び私の腕を掴んだ。

「行かせない」

「なぜ？」

「なぜって……わかってるだろ？」

「わからない。全然わからない」

　私は首を横に振った。

「じゃあ、わからないのに俺に抱かれていたのか？」

　彼の語気が強くなった。

　もちろんそんなわけない。

　初めて抱かれた時だって真と別れた寂しさを埋めてもらいたくて抱かれたんじゃない。

　純粋に惹かれたからそうなってもいいと思えた。

　だけどそれを言ったらアウトじゃない。

　そのために気持ちを封印しようとしているのになんで私の心を掻き乱そうとするの？

「どうとっていただいても構いません」

「俺の気持ちを知ってて言っているのか？」

　頷いてしまえば何もかも終わって、全てが過去になる。

　それが私たちにとって一番いい方法だとわかっているのに私は頷くことができなかった。

　すると、新一さんが寝室の方へ行ってしまった。

　怒って寝室に行ってしまったのだと思い、出ていくのなら今しかないとリビングを出ようとしたその時だった。

「待って」

　振り向いた私の目に映った彼の姿に私は自分の目を疑った。

「え？」

　黒縁メガネをかけて現れた新一さんは、まさに四年前に食事の約束をした彼とそっくりだったのだ。

　あまりの驚きに言葉も出てこない。

「おぼえてる？」

　彼が一歩一歩近づいてくる。

「待って。これってどういうことですか？」

「君を食事に誘っておきながら、話す間もなくいなくなって申し訳なかった。でも君のことを忘れたことはなかった」

　正直まだ混乱している。

　だってそうでしょ？

　お昼休みに公園で会っていた名前も知らない男性が、実は社長の御曹司だったなんて。

　そもそも同じ会社だったことすら知らなかったのだから。

「ごめんなさい。びっくりしすぎて……」

「わかってるよ。少し話をしてもいいかな？」

　そう前置きをして新一さんは今までのことを話し始めた。

　社長に呼び出される形で大手文具会社から中途採用で我が社に入社した新一さんは、旧姓を名乗っていた。

　その当時、前の会社で培ってきた人脈で営業成績はトップクラスだった。

　そんな彼に対しての嫉妬ややっかみが部署の空気を濁しているように思えた。

　業績が悪いからなんとかしてくれと社長に頼まれ頑張っていたのに、頑張れば頑張るほど負の連鎖が続き、自分がこの会社にいる意味はあるのかと、やりきれない思いと苛立ちで気分は滅入るばかりだったそうだ。

　そんな時私と出会ったのだと。

　でも営業部といえば真と同じ部署だったはずだ。

　って今はそんなことどうでもいい。

「相当ストレスが溜まっていた時に君からもらったチョコはすごく甘かった。元々甘いものは食べなかったんだけど、あんなに美味しいと思ったのは後にも先にもあの時だけだった」

「そんな大層なものじゃないですよ。大袋に入ったどこにでも売っている普通のチョコでした」

「それでも俺にはどんな高級なチョコよりも美味しかったんだよ」

　新一さんはあの時のことを懐かしむように微笑んだ。

　そんな風に思ってくれていたなんて……。

「私も同じですよ」

「え？」

「新一さんからもらったチョコで私は仕事を続けようって思えましたから」

　さっきまでの早くこの部屋を出なきゃという焦りが少しずつ和らいでいた。

　だが逆にあの時の苦い思い出が蘇り胸の奥がチクリと痛んだ。

　あの時の約束は、結局果たされることはなかった。

　でも、彼の話を聞いているうちに何か事情があったんじゃないかと思えた。

「あの時、食事に行けなくてすまなかった」

　私の心を読んだかのように彼が謝った。

「事情が……あったんですか？」

「急に海外に行けと言われてね」

　最初はびっくりしたそうだが、やりがいのある仕事だったし、不条理な周囲の視線に疲れたこともあり環境を変えたかった。

　だが、急に決まったフランス行き。

　時間もなく、出発までの引き継ぎや準備でお昼時間も不規則で、公園に行っても私の姿はなく、お互いの名前はもちろん連絡先も交換していないため、連絡の取りようがなかった。

　私と同じ思いをしていたんだ……。

　でもまさか私と同じ会社にいたなんて……。

「あの時私が新一さんと同じ会社で働いていたことを知っていたら違ってたのかな？」

「違わなかったと思う。俺は君がこの会社で働いていることを知っていた」

「え？」

「正確にいえば、俺がそのことを知ったのは皮肉にも出発する前だった」

「だったらなんで声をかけてくれなかったんですか？」

　私がどんな思いでいたか……。

「君を見かけた時、誰かに告白されていて声をかけられなかったんだ」

　――それってもしかして真に告白された時。それを目撃したってこと？　でも私は断った。だって好きな人がいるって……。

「私、断りました。好きな人がいるって」

「ああ、それも聞いてしまった。だから声をかけ――」

「違うんです。そうじゃないんです」

「違うとは？」

「あなたのことです。好きな人っていうのは……」

　新一さんは驚いた様子で目を丸くし肩を落とした。

「え？」

　でも仕方がない。だって私は好きな人の名前も知らなかったんだから。

「私たち随分遠回りしていたんですね。でも全てわかってスッキリしました」

　新一さんを好きになった理由は黒縁メガネの人に雰囲気が似ているからだと思っていたけど、同一人物だったことに嬉しさが増していた。

　同じ人を好きだった。

　これで思い残すことはない。

「それじゃあ私これで」

「お、おいちょっと待ってくれ」

「なんですか？」

「この状況でまさか出ていくとかいうんじゃないだろうな？」

「そうですけど……」

「おかしいだろ。俺がどんな思いでこの時を待って――」

「そんなことよく言えますね」

　私がどんな思いでこの部屋を出ると思ってるの？

　まさか私を愛人にでもしようとしているの？

「ちょっと待てよ。さっきから何か言いたげな顔をしておきながら肝心なことを口に出そうとしないその態度。言いたいことがあるならはっきり言ったらどうだ」

　彼は怒りながらも私の手を掴み離そうとしない。

「言いたくても言える場合と言えない場合があるんです。そういうところ察してください」

「察しろ？　だったら俺の気持ちも察しろよ」

　俺の気持ちって？

　どうせ愛人にでもって思っているくせに。

「私、無理ですから」

「だから、無理って何が無理なんだ。はっきり言ったらどうだ」

「ですから私は新一さんの愛人になるつもりはありません」

　奥さんになる人がいるのになんでこんなことを言うの？

　私にだってプライドはある。

　好きでもそばにいていい場合とそうじゃない場合がある。

　だから早くここを出て忘れようとしているのに……。

　悔しくて彼を睨みつける私の目は涙でぼやけていた。

　こんなところで泣くなんてダメだって頭ではわかっているのに、心は正直だった。

　ところが、返ってきた言葉は、

「え？　愛人って何？」

　とかなりの温度差を感じた。

「だって、茜さんて新一さんの婚約者なんですよね？」

　少し間を空けて、

「茜と俺が？　ないない。あるわけないだろ」

　語気を強めながら完全否定した。

　え？　でもお互い名前を呼び合い秘書課の先輩たちも許嫁とか婚約者とか言っていたし、私も二人を見て親密な関係なんだと疑わなかった。

「じゃあ、茜さんって……」

「いとこだよ」

「え？」

「今日会社に来たのは自分の結婚式の招待状を持ってきたんだ。俺があいつの連絡を無視していたから痺れを切らして――」

「そんな……」

　全身の力が抜けるとはこういうことなんだ。

　全て私の勘違いだった。

　勝手な憶測で一人で悩んで、これ以上苦しみたくなくてここを出ることばかり考えていた。

　――恥ずかしい。勘違いとか一人で暴走してた自分を忘れたい。

「それで？　俺が茜と結婚すると勘違いをして、部屋なんて見つけてもいないのに出ていこうとしたのか？」

　全て見透かされているとわかった私は、

「はい」

　と素直に認めた。

「もし俺の帰宅が遅かったら、どこにいこうとしてたんだ？　ネットカフェ？　それともビジネスホテル？」

　完全に私の考えを読んでいる。否定のしようがない。

「……ですね」

　すると彼は私の手を引き寄せそのまま反対の腕を私の腰に当て抱きしめた。

「悪いがどこにも行かせない。やっと俺のものになろうとしているのに」

「え？」

「四年前、名前を聞いておけばよかったとずっと後悔していた。もっと早く手を打っておけば君が告白されているのを阻止できたのにって……でも今はこれでよかったと思ってる」

「よかった？」

「もし告白を阻止して君に気持ちを打ち明けていても俺は君を連れてフランスには行けなかった。大きな誤算は、君に恋人ができていたことだけだ」

「え？」

「俺は麻紀への思いを断ち切れず、全てのアプローチを断ったのに……」

　言い訳はできない。

「ご、ごめんなさい」

「ごめん。今のは意地悪だ。とにかくやっと君を捕まえられたんだからもうどこにも行かないでくれ」

　彼の手が私の頭を優しく撫でた。

「本当にいいんですか？　私がそばにいても」

「君じゃなきゃだめなんだ」

「でも……わたしがそばにいることで新一さんに迷惑をかけてしまいます」

「どうして？　いない方が困るんだけど……」

　私は真の言葉が気になっていた。

『広報にいた君がどうして経験もない秘書で働けるんだ？　もしかして僕と別れる条件で副社長の愛人にでもなった？』

　新一さんがそういうつもりで私をそばに置いたわけじゃなくても憶測や噂が一人歩きをしてしまう。

　そしてそのイメージが定着する場合も多い。

　私がそばにいることで新一さんを傷付けたくない。

「やっぱり部屋は探します」

「だめだ」

「どうしてです？　私たち噂になってるんです。私が新一さんの愛人じゃないかって」

「他人の目なんてどうでもいい。これは俺たち二人の問題だろ？　俺は君を愛人にするつもりはないし、一生離すつもりもない」

「新一さん？」

「ずっと言いたかった。君を愛してる」

　四年の間、ずっと心の中で引っかかっていて忘れることがなかった恋だった。

　皮肉にも彼氏の浮気現場で再会したけど、私はあの時に同じ人を好きになっていた。

「私も同じ気持ちです。あなたが好きです」






　今まで何度も新一さんとキスをしたけど、それはいつも不安の中だった。

　自分の気持ちを言葉にも態度にも出せず、だけど思いは溢れるばかり。

　相手が真のような普通のサラリーマンだったらどれだけよかったかと何度思ったことか。

　だって新一さんと私ではあまりにも住む世界が違っていたから。

　それでも彼のそばを離れることができなかった。

　でも今、やっと自分の気持ちを口にすることができる。

　それだけで胸がいっぱいになる。

　唇が重なり合うたびに、幸せを噛み締める。

「どうかした？　両思いなのに心ここに在らず？」

「違います。夢を見ているようで……だって私は完全に失恋したと思っていましたし」

　新一さんは私の髪に触れ耳にかけた。

「これが夢じゃないってことを証明してあげる」

　彼の顔がゆっくり近づくと唇が重なった。

　すぐに彼の舌が私の中に入ってきた。

　この一ヶ月で私の全てを知り尽くした彼の舌がピンポイントで攻めてくる。

　互いを求め合うように舌が絡み合う。

　口の中に溜った二人の唾液がいやらしく口の端から垂れるのがわかる。

　唇が離れると彼が私の下唇を食はむように吸う。

　彼はそんな濃密なキスをしながら器用に私の服を脱がし、あっという間に上半身が裸になった。

　彼も自分の着ていたものを乱暴に脱ぎ捨てる。

　片時も離れたくない私たちは決して唇を離さない。

　私はスカートのホックに手をかけ、彼も自分のベルトに手をかける。

　互いに言葉を掛け合うことはなく、ただただ彼を全身で感じたくて、身につけているもの全てを脱ぎ捨てた。

　そう言えばこんなシーン映画で見たことがある。

　恋愛もので互いを求め合い、勢いよく身につけているものを脱ぎ捨て、本能の赴くまま獣の様に体を重ねる。

　今の私たちはまさにそんな感じだ。

　本当に彼の全てが欲しいと思うと、自分でも考えられないほどの欲望が生まれる。

　そして私の体はフカフカのラグの上。

「綺麗だ……。この鎖骨も、胸も……」

　言葉にしながら私に触れる。

　いつもよりゆっくりと焦らすような彼の指の動き。

　ごくりと唾を飲み込むのは彼に触れられることに私が期待しているからだ。

　鎖骨に触れていた彼の指が胸に近づく。

　彼に触れられるとどうなるか、自分が一番わかっている。

　だけど彼は意地悪に私の欲しい場所を避けるように下がっていく。

　――え？　どうして？

　私の反応を彼は楽しんでいたのだ。

「どうかした？」

「え？」

「物足りなさそうな顔してる」

　これは絶対に意地悪をしている。

「そんなことは……」

「嘘だ。自分の気持ちに嘘をつくことに懲り懲りしてるんだろ？　だったらどうして欲しいか君の口から聞きたい」

　ずるい。

　口に出すなんて恥ずかしいのに……。

　軽く睨むがそれは逆効果だった。

「いいんだよ。ここで辞めてしまっても」

「いやっ」

　言った途端恥ずかしさに後悔する。

　いやって……すごくしたいって言っているのとおなじだと思ったからだ。

「じゃあ、言ってくれ。どこを触って欲しいの？」

　やっぱり彼の方が何枚も上手だった。

　私は顔を背けながら「胸」と答えた。

「ちゃんと言えるじゃないか」

　彼の満足そうな顔が近づくとチュッと軽いキスをした。

　両手で私の胸を包み込むとゆっくりと動きをつけ彼の手によって形がかわる。

　焦らされた私の体は、彼に触れられただけでビクッと跳ねる。

「まだ全然触ってないのにもう感じちゃってるんだ」

　確かに彼の言う通りなんだけど、それを口に出されるのはすごく恥ずかしい。

「言わないで」

「やだ」

「やだって……」

「仕方ないだろう？　俺の指で君が乱れ狂う姿がたまらないんだ。だから覚悟してくれよ」

「え？」

　驚くまもなく彼は両方の胸の先端を摘んだ。

　そして左右に転がすように擦る。

「ああっ……あっ……あっ！」

　電流が走るような刺激にもう音をあげそうになる。

「じゃあ、これは？　どっちがいいか教えて」

　今度は片方の突起がざらりとした彼の舌で弾かれる。

「んっくっ！」

　そして反対の胸の突起も同じ様に弾かれる。

「あんっ！」

「どっちがいい？　ちゃんと言わないとやめる」

　今まで何度も肌を重ねたがこんな意地悪はされなかった。

「……右」

　恥ずかしさのあまり小さな声で応える。

　すると彼は右の胸を口に含み舌先でコロコロと転がしたり、吸ったり、弾いたりを繰り返す。

　反対の手は指で摘んで左右に転がしたり私の反応を見ながら強弱をつける。

「はぁっ！　……あっ、あっつ……んっ！」

　淫らな声と荒い呼吸が部屋いっぱいに響く。

　押し寄せる刺激は上半身だけではおさまらず下半身にも及んだ。

　右の胸を嬲なぶりながら、反対の手を股間に這わせて中に入っていくのがわかった。

「ああっ」

　すでに自分でもわかるほどの湿り気は、彼の指によってクチュクチュと卑猥な音を奏でている。

「すごく濡れてるよ。ほら」

　指を抜き彼の手に張り付く粘り気のある蜜を私が見える位置まで運び、指を広げる。

　指についた蜜が糸を引く。

「恥ずかしい」

「なんで？　さっきも言っただろ？　俺の指や舌で気持ちよくなってる麻紀を見てると、もっともっと乱れて欲しい」

　再び彼の指は私の中に入ると、迷いなく私の弱点を探し当てる。

　そして強弱をつけて刺激を与える。

　くちゅんくちゅんと水音が響き、刺激の波が襲いかかる。

　フカフカのラグを掴むが、腰が勝手に浮いてしまう。

「ひゃっ……だめ。だめ」

「何がだめなんだ？　腰が動いているよ。ほしいんだろ？」

　彼が私を煽る。

　彼の言葉に体はさらに反応する。

　今度は反対側の胸の先端を舌先でレロレロと舐め回す。

　下半身を触る指は加速する。

　気持ちが良すぎてどうにかなりそうになる。

「脚広げて」

「え？」

「蜜が溢れすぎてるから吸ってあげる」

　そういうと彼は私の下半身に顔を埋めた。

　抵抗を阻止するように私の両手を掴み、蜜口に舌を這わす。

　じゅぷじゅぷとわざとらしい音を立てる。

　彼の舌先で弄ばれる。

「吸っても吸っても溢れてくる」

　それはあなたのせいだと言いたいのに声にならない声が邪魔をする。

「あんっ……ああっ！」

　口いっぱいに蜜をつけ、わざと私を見ながら腕で拭う。

「もう我慢できないんだけど……挿れていい？」

　彼の下半身はいつでも私の中に入る準備ができていた。

　返事の代わりに頷くと、私に跨りそそり勃つ肉棒をゆっくりと私の中におさめた。
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「ああっ！」

　身体中に感じる彼に声が出てしまう。

「動くよ」

　彼はゆっくりと腰を前後に動かす。

　ゆっくりと自分の存在を主張するように私の中を擦っていく。

「気持ちいい？」

「うん……」

「どうしてほしい？　ずっとこのままゆっくりでいい？」

「……いや」

「じゃあ言ってくれないとわからないよ」

「もっとして……もっと激しくしてっ」

「こう？」

　彼の動きが加速する。

　体ごと揺さぶられながら彼の激しい動きに、息が乱れる。

　だけどそれは私だけではなかった。

　彼の息が徐々に荒くなっていた。

「あっ、あっ、ああっ」

　小刻みな嬌声と彼の息遣いが重なる。

「麻紀の中締め付け半端ないな、たまんない」

　私の体はすでに限界を迎えようとしていた。

　こんなに愛おしくて、抱かれることに喜びを感じたのは新一さんだけ。

「麻紀、バックでもいいか？」

　バックなんてしたことない。

　いや正確に言えばお願いされたことはあったけど、あの時は今のように感じたことなかったから恥ずかしいの一点張りで拒否していた。

　だけど今は違う。

　どんなに恥ずかしいことも、新一さんだから許してしまう。

「うん」

　彼が私の体を起こしてくれた。

「じゃあ四つん這いになって、ソファに手をついてごらん」

　言われた通りに四つん這いになると彼の手が私の腰に触れる。

「いい眺め。すっごくエロい。もっと眺めていたいけど俺のが欲しがってるからいくよ」

「うん」

「もう少し突き出して」

　恥ずかしいのはもちろんなんだけど、今は彼のお願いなら何だってしたいって気持ちが強く、言われるがまま腰を突き出した。

「いくよ」

　後ろから私の中に硬いあれが入ってきた。

「あっ！」

　それはさっきとはまた全然違う感覚だった。

　――何なのこれ。新一さんのがすごくわかる。

　驚くまもなく彼が私の体を突いてくる。

　パンパンと肌と肌がぶつかり合う音。

　彼の肉棒をすごく感じる。

　もっと欲しいもっと欲しい。

　淫らな私の声が聞こえる。

「麻紀……気持ちいい？」

「気持ち……いいっ……あっ。あっ」

　彼が欲しくて体を後ろへ突き出す。

　腰を持つ彼の手に力が入る。

　彼の動きがさらに加速して、もう自分がどうなってしまうのかわからなくなる。

「ダメっ！　おかしくなっちゃう！」

「俺でおかしくなっちゃえ。いくぞ！」

　彼が渾身の力をだす。

「！」

　声にならない声とともに私はそのままうつ伏せになった。

　まだ私の体に彼が入っていた余韻が残る。

　終わったのにまだ体が震えて、感じているのがわかる。

「麻紀？　大丈夫か？」

「うん」

　ゆっくりと体を起こしてもらうと彼は私を抱きしめた。

　顔を見合わせ唇を寄せる。

「この先も麻紀以外考えられない」

「私も同じ気持ちです」

「じゃあ、俺の頼みを一つだけ聞いて欲しいけどいい？」

「うん……なに？」

「茜から聞いたんだけど、俺に特別な相手がいないようなら結婚相手を探すと社長が言ってたらしい。あの人はこうと決めたら絶対だから、黙っていると俺は誰かのものになってしまう。これを回避するには特別な相手が必要なんだけど……麻紀、俺の特別になってくれるよな」

　それは遠回しのプロポーズのようなものだった。

「私でいいの？」

「決まってるだろ？　君以外考えられない。だから俺の特別になってくれ」

　私は彼に抱きついた。

「じゃあ、四年前の約束を果たしてくれたらあなたの特別になってあげる」

　今度一緒に夕食でも食べにいきませんか？

　甘いチョコが私たちを引き合わせたが、まだ果たせていない約束。

「ああ、もちろんだ。四年越しのディナーデートにね」







The end
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